


[image: ]








出来合いな溺愛

蒼衣梅








出来合いな溺愛　＊　目次








             １　ヒーローの本性

              ２　強姦魔なのに

              ３　俺の過去

              ４　嘘つき

              ５　居場所

              ６　可愛がってやる

              ７　俺のヒーロー

              ８　君が大好きだ









１　ヒーローの本性







　男性の平均結婚年齢を余裕で超えてしまった歳、全くもって売れていない俳優、というかそもそも顔を誰にも知られてない。なぜなら仕事は着ぐるみの怪獣役だから。それだけじゃ食っていけなくて、居酒屋でバイトをしている。そんな男に女が寄ってくるわけがない。

「あっ！　曽根そねさ……ぁ、んっ」

　それくらいはわかっていた。モテないのは自覚していた。

「やァっん！」

　でもまさか男に襲われるとは思いもしなかった。しかもやられるんじゃなくやる方。つまり俺がたった今、突っ込んでいる。一緒に酒を飲んでいた。こいつの飲ませ方が上手いのか、この歳にもなって、バカみたいに千鳥足になるほど酔っ払って。

「曽根、さんの、あっすごっ」

　気が付いたら乗っかられていた。呆れるだろ、酒のせいなのか、主の意思を無視してギンギンに勃起したムスコを、狭く熱い粘膜で扱かれる快感に目を覚ましたなんて。

「っ！　敦也あつや、お前っ」

　しかもそれが同じ職場、というか同じ舞台で芝居をしている花形俳優だなんて、誰だって予想できない。

　綺麗な顔をしてんな。それが第一印象だった。茶色の髪を風になびかせて、爽やかに笑う。まさにイケメン俳優。年齢だって若い。モデル出身だとか、他の奴らが噂していたが、過去の経歴はあまり知らない。

「俺のケツん中、気持ちイイですか？」

「……」

「あァァン、あ、大きくなったァ」

　まさかこの歳になって男とセックスするなんて思いもしなかった。しかも、こんなに気持ちのイイもんだとは。そして、気持ちイイかとこっちを覗き込む恍惚の表情をした敦也に興奮してしまい、イきかけて、それを誤魔化そうと口から出た言葉が「ふざけんな」くらいしかないなんて、情けない。

「やァ……あ、あ、あ、すご」

　そして、締め付けられて煽られたら、アホみたいに快楽に従順になって、腰を突き上げてしまうなんて、つい数時間前までは予想すらできなかった。




「すみません、下っ端の俺が先にシャワー使っちゃって」

　茫然自失とはまさにこのこと。壮絶な快楽にいい歳して飲み込まれた。最後にしたセックスは……なんて思い出しても、遠く感じてしまうほど、敦也とのセックスに溺れてしまった。

　これが、あれだ。俺が襲われているんであれば、「てめぇ何しやがる」と言ってやることができたかもしれないが。突っ込んでいるのは俺のほうで、最初こそ、同意じゃないにしても、興奮して、腰を突き入れていたのは事実なわけで。快楽に滅法弱い男のサガ、と言い切っていいのかどうか。

　ボケッとベッドの上で呆けていたところへ、強姦魔である後輩がシャワーを終えて出てきた。下っ端って部分を気にするなら、まず酔っ払った先輩を介抱しろ。上に乗っかって「アンアン」喘ぐな。ガシガシと髪を拭きながら、ゆっくりと大の字のまま寝ている俺の足元へと近付いてくる。

　濡れた髪から落ちる雫すらやたらと色っぽく思える。睫毛がなげぇ、とさっき見上げながら思った。こいつが腰振りながら、やたらと気持ち良さそうに瞳を伏せた時、そんなことを考えていた。腰にバスタオルを巻いているだけ、その下には、さっき俺のペニスを散々咥え込んでいた卑猥な身体が隠れている。

「曽根さん……」

「な、なんだよ」

　ゆっくり前屈みになった瞬間ドキリとした。

「この辺に俺のパンツ落ちてませんでした？」

「あ？」

　また来んのかと思って慌てているところを遊ばれたような、もしくは、かわされたような気分。そして、屈んだ敦也はベッドの下へと手を入れて、自分のパンツを探している。

「……」

　細い腰してんな。それと小ぶりなケツ。女みたいにプリプリと柔らかいわけじゃない。弾力はあったけれど、その尻たぶには程よく筋肉が付いていて、鷲掴みにすると、キュッと中が締まった。ここに俺のが入っていた。出たり入ったりをしながら、ものすごく卑猥にしゃぶりつかれて、ゴム越しでも相当に気持ちが良……。

「あっ！　あった、あった！」

「！」

　アホか俺は。何、襲われたことを呑気に思い出してんだ。突っ込む側が俺だったってだけで、行為自体は犯罪だろうが。酔わせて、ラブホに連れ込んで、合意かどうかを確認もせずにセックスしたんだから。

「曽根さん？」

「な、なんだよっ！」

　パンツを発見した敦也はそれをすぐに履こうとはせずに、ゆっくりと忍び足で、俺が寝そべる、でかいラブホ仕様のベッドへと乗り上げる。さっき、男ふたり分の激しい動きに散々軋んだスプリングは、波打つように微かにだけ揺れた。じわりじわりとにじり寄る様は、肉食獣が目の前にいる獲物を捕らえる動きに似ている。俳優っていう仕事柄なのか、敦也のひとつずつの仕草は目を引くものがある。それは初めてうちの劇団を訪れた時から思っていた。

「曽根さん」

「っ！」

「シャワー浴びないんですか？　それとも……」

　長い指。少し骨っぽい腕、どこからどう見ても男。俺と全く同じ、雄。

「もう一回、イきます？　ここ、まだまだ元気だけど」

「！」

　その指が丸裸のままだった下半身に触れた瞬間、ベッドが勝手に跳ねたのかと思うほど、俺の身体が飛び上がった。全裸で大の字で呆けていた俺も俺だが、シャワー浴びたてで、濡れたままの敦也の姿に見入っていただけで、グンと元気にそそり立った俺のバカムスコってどうなんだよ。

「シャ、シャワー！　浴びるに決まってるだろうが！」

　目の前にいるのは、同じものを股間にぶら下げた男なんだぞ。腰が細くて妙に色っぽくても、尻が小ぶりで、鷲掴みにするだけで興奮するとしても、どこからどう見ても男で、俺はこいつに襲われたんだ。

「シャワー！　入ってくるからなっ！」

「はい。いってらっしゃい」

　バタンッ！　と扉が壊れそうな勢いで締めると、そのまま乱暴にお湯の蛇口を捻る。

「冷たっ！」

　敦也が出てから間が空いたせいなのか、シャワーはほんの一瞬だけ、真水を俺の頭にぶっかけてから、ゆっくりとお湯へと変わっていく。身体の火照りが湯に流されてくれることを願いながら、乱暴に自分の頭を洗った。




　普通、先輩に襲い掛かったことにもう少し罪悪感とかないんだろうか。

「あ、曽根さん、コーヒー牛乳ありましたよ」

　こんなふうに無邪気に笑ったりしないと思うんだが。

「あ？　なんで、コーヒー牛乳なんだよ」

「だって、好きって」

「……」

　ついに見つけた！　お手柄！　とでも言いたそうに無邪気な顔をした強姦魔は、俺の不機嫌そうな声にめげるでも、反省するでもなく、少し楽しそうでさえある。他の役者仲間と、風呂上りに何が飲みたいか話していたのを、こいつは聞いていたのか。年齢が違うんだ。普段は会話なんてほとんどない。俺はあの劇団が長いこともあって、裏方のオヤジ達とまさにオヤジらしい話をしている。一方、敦也は……笑っているところさえあまり見たことがない。

「すみません」

　謝るなら、そこじゃなくて、襲い掛かったことのほうだろうが。ラブホのシャワーじゃなく、でかい銭湯で飲みたい。そして飲むのは瓶のコーヒー牛乳。と、思うのに、俺の手は勝手に紙パックのコーヒー牛乳を奪い、そのままストローでチュウッと音を立てながら飲み干せる。

「ごちそうさん」

　シャワーでさっぱりした後だったから、あっという間に飲み干してしまっていた。そして、そんな俺を敦也が嬉しそうに眺めている。

「どうします？」

　その問いに飛び上がってしまった。

「な、何がだよ」

「そろそろ始発ですけど」

　時計に視線を移すとたしかにもうそんな時間になっていた。セックスに夢中だったのか、それとも酔い潰れるくらい飲んで、宴会が終わったのが遅かったのか。できれば後者だと思いたいが、こんな時間になっているとは思ってもいなかった。

「曽根さん？」

　芝居仲間で飲むと大概遅くなる。そうだ、だからこれは後者に違いない。

「あ、あぁ、帰るに決まってるだろ」

「……」

　なんて顔すんだ、お前。人のこと強姦しておいて、帰るって言われて寂しそうな顔しやがって。

「ほら、貸せよ」

「え？」

　ぶっきらぼうに差し出した手に困惑している。

「ほら、貸せって」

　足元に置いてある敦也の鞄を奪うと、自分のものと一緒に片手でまとめ、そのまま無言で先に部屋を出た。襲いかかってきたのはむこう。俺は被害者。でも男同士のセックスっていうものを初めて経験した俺はもしかしたら、敦也の身体を傷付けてしまったかもしれない。加減なんてわかるわけがない。

　さっきもそうだった。屈む時に一瞬だけ、わからない程度に眉をひそめた。だから、俺は完全なる被害者だけれど、どこか申し訳ない気がして、敦也の鞄持ちをしてやる。

「曽根さんって……」

「なんだよ」

「可愛い人ですね」

　その発言に「気持ち悪いことを言うな」と即答して、それ以降はずっと無言で駅まで並んで歩いた。













２　強姦魔なのに







『夢守護戦士アーススリー』

　うちの劇団がやっているヒーローショー。子ども達の夢や希望を食べ尽くしてしまう、バクバク怪獣、それを俺が着ぐるみで演じている。モデルは動物のバク。夢を食って生きていると空想話をモチーフにしているわりには、バクの習性をしっかり採用している、おかしな怪獣。夜行性で、水が大好き。そんな俺をやっつけるヒーローは、このバクバク怪獣としか対戦したことがない。なぜなら、着ぐるみはコストがかかるから。そんなにいくつも作ることはできない。

　キックされて、パンチを受けて、近くでみるとけっこうガタがきているバクバク怪獣は長年演じているせいか、俺、そのものに思えていた。

　アーススリーは赤、青、黄色の三人組ヒーロー。青、ブルーシーを劇団で数少ない女優が担当。美少女戦士、かと思いきや、アクションをバリバリこなす、元格闘家で、それはもう元気ハツラツ、強そうではあるがお色気はいっさいない。美少女、でもない。必殺技は水大好きなバクでも海は嫌いだろうということで、塩辛い海水攻撃。

　黄色がイエローロック、本当に岩石みたいにでかい男で、こいつはもう十年以上の付き合いになる俳優仲間だ。子どもが五人もいる大家族で、普段はその身体に一番しっくりくるガテン系の仕事をしている。ずんぐりむっくりなバクだって岩石投げ付け攻撃にはひとたまりもない。

　そして、主役の赤、レッドマグマ。もちろん、ありとあらゆる生物はマグマに勝てるわけがない。追加で、夜行性で目が弱点なバクを瞬殺できる太陽光線まで出すという、もうなんでもできる万能ヒーロー。そんな主役の赤を敦也が担当していた。元格闘家とガテン、そんなのに挟まれているせいなのか、敦也の美形は更に際立って見える。うちみたいな小劇団ではアクション担当までは用意できない。変身前も後も全て自分で演じている。




「新しい脚本、できました」

　うちの花形が団員分の台本を持って、稽古場内を配り歩いていた。劇団にもよるんだろうが、うちは団長が古いオヤジ気質なせいか、ノリが体育会系で、主役俳優だろうが、新入りは新入り。雑用をこんなふうに任される。そんな劇団にどうしてこいつは入ったんだろう。この細腰でアクションも華麗にこなし、顔だって綺麗なもんだ。

　入った瞬間、ヒーロー役をやっていた奴は退団した。本人もいい歳だったし、そろそろ俳優っていう夢も潮時だと思っていた気がする。長年、こういう場所に居座っていると、そいつが夢を諦める瞬間っていうのが、ふとわかるようになってしまう。まさにバクバク怪獣に夢を食われた瞬間ってやつ。いつまでたっても芽の出ない日々、突然現れた、キラッキラな若手、そんなん誰だって頑張っていた糸が切れる。仕方がない、この業界はそういう場所だ。残酷なほど、切り捨てる時はひどい。

「曽根さん、新しい台本です」

「……」

「気合入れたって、脚本家が言ってましたよ」

「んあ？　あ、あぁ、わりぃな」

　あの晩から二日経った。昨日は稽古だけだったが、敦也は休んでいた。ヒーローショーばかりやっているわけじゃなく、普通の演劇だってする。その稽古が入っていた。

　ご当地ヒーローブームの中、真面目な演劇を小規模劇場でやるよりも、ブームにしっかり乗っかって、ヒーローショーで営業したほうが良いと、稽古の半分以上はそっち用にシフトされてきているが、昨日はめずらしく普通の演劇の稽古だった。とくに何か公演に向けてってわけじゃなく、パントマイムや寸劇をして、演じることの練習をする。

「そういや、昨日は休みだったな、お前」

　まるでふと気が付いたかのような小芝居。本当は探してた。あの晩、少し辛そうにしていたのが気になったんだ。俺のせいで休んだんじゃないかって。被害者が加害者を気遣うっていうのもおかしな話だが。

「気にしてくれてたんですか？」

「あ？　するわけねぇだろうが」

「仕事だったんです」

　仕事、こいつのプライベートは謎に満ちている。うちの劇団で特別仲が良さそうな奴もいない。これだけ顔が良ければ、数少ない女優陣、裏方の女の子達は声をかけてみたいだろうが、こいつがバリアでも張っているかのように、女を寄せ付けようとしない。まぁ、今となってはこの若さで女に興味がない理由もわかったけれど。

　劇団から貰える報酬だけで食っていけるわけがない。誰だってバイトや仕事をしている。稽古を休まなけりゃいけないってことも多々ある。夢より明日の飯の心配だろ。

「俺の仕事、気になります？」

「はぁ？　だから、気になんてしてねぇよ」

　答えるのに芝居っぽく声を張ってしまった。

「仕事は早くに終わったんですけど、少しだけ熱っぽかったから昨日は休んだんです。ただの稽古って知ってたし」

　熱、あったのかよ。仕事している時も体調が悪かったとか？　俺はケツ掘られたことがないからわからないが、それってもしかして、俺の、せい、だったりして。

「大事を取って休みました。新しい台本もらえるの今日だから」

　あの晩、少し辛そうにしてたし。

「っつ」

　その時だった。まだ台本を全員に配り終わっていなかった敦也が腰を上げた途端、息を詰まらせ、眉をひそめる。

「おいっ！」

　グラリと揺らぎそうになるから、腕を掴んで支えると、風になびくほど柔らかく長い前髪の隙間から、潤んだ瞳がこっちを見据えていて、思わず息を飲んでしまう。

「すみません、ちょっと、体調悪くて、飯、あんま食べてないんです」




「ぷっアハハハ！」

　稽古場であんなに辛そうにしていた男が、騒々しい居酒屋で腹を抱えて笑っている。

「てめぇ」

　真っ赤な顔でフラフラと揺れながら会社の愚痴をこぼしまくるサラリーマン達の中じゃ、敦也の笑い声に振り向く奴はいない。

　女が喜びそうなバーなんかじゃない、おっさんばかりが集まる大衆向けの雑多な飲み屋には、このお綺麗な顔は少しばかり場違いな印象がある。

「笑ってんじゃねぇよ」

「だって、俺の仮病に真っ青な顔するから」

　するだろうが。ケツへ突っ込むのに加減の仕方なんて知らないんだから。男相手初めてで、しかも気が付いた時にはすでに突っ込んだ状態で、腰振られて、酔っ払って、セーブできるほど器用じゃない。ふらつかれたら心配するに決まってる。

　そんな俺を眺め反省の色皆無の敦也を睨んでやった。仮病だと堂々と言ってのけるような奴を心配した俺がバカだった。飯とかあんま食ってなくて、なんて呟くこいつを放っておけなくて、つい居酒屋へ一緒に来た俺が大バカだった。熱あった奴が居酒屋行かないだろうが。来ても、ハイボールなんて飲まないだろうが。

「だって、セックスするくらいで熱なんて出ないですよ」

「んなもん、俺がわかるわけねぇだろうが」

　俺の反論を軽く笑い、ワイングラスかシャンパングラスのほうがよっぽど似合う長い指で枝豆を取ると、ポンと口の中へと放り込んだ。

「血、付いてなかったでしょ？」

「だからっ！　んなもん、知らねぇよっ！」

　血、つまりは裂けていなかったわけだ。元々セックスするための器官じゃないところに、突っ込めば、そりゃ……裂けることだって。

「優しいですね。曽根さん」

「……」

「襲われたのに」

「そんな顔するくらいなら、襲うんじゃねぇよ」

「……」

　そして自分がどんな顔していたのかもわかっていないほど、無自覚で寂しそうな顔すんじゃねぇ。加害者なら加害者らしく、もっとあくどい顔をしていろ。そんなんだから、俺は怒れないんだろうが。

　こんな綺麗な顔してるくせに、もっと幸せそうにしろ。

　そんな文句を心の中で呟いてみて、気が付いた。どうしてこいつはひとりなんだろう、と。

「なぁ」

「はい？」

「お前、どうしてうちの劇団になんて入ったんだ？」

　ほら、これだけ綺麗な顔してりゃ、俺みたいに下積みなんてしなくたって、ポーンとスポットライトの前に踊り出ることができるだろ。生まれ持った勝ち組の素質。きっとガキの頃からクラスでもてはやされていたはずだ。学校中からカッコいいだ、イケメンだと言われていただろうに。実際、モデル出身なんだし。

　それがこんな小さな劇団で、数人の観客相手にヒーローショーって、どう考えたって変だろ。

「干されたんです」

「……」

「よく聞く話でしょ？」

　たしかに珍しい話じゃない。ちやほやされていた分、調子に乗って、スタッフから嫌われれば、もう仕事なんてひとつも入ってこなくなる。そんなにもてはやされたことのない、しがない役者には逆に羨ましくなるような話だ。

「干されて、でも、芝居が好きで、ここの団長に拾ってもらったんです」

　俳優になりたい。はい、そうですか。で、なれる職業じゃない。切望しても、なれずに夢半ばにして断念した人間なんて山のようにいる。諦めきれずにまだ続けているほうがバカなんじゃないかと思うほどに。定職にもつかず、夢じゃ食っていけないとわかっていながら、まだ諦めきれない。そんな大バカが、すでに、ここにひとり、いる。




　雑多な居酒屋と敦也の組み合わせに違和感を覚えたが、俺のしょぼくれた部屋に佇む姿はそれ以上に全然合っていない。

「へぇ、曽根さんってこういうところに住んでるんですか？」

　俺、大バカ通り越して、脳みそないんじゃないのか？　なんで、自分を襲った男を部屋に招待してんだ。

――飲む場所、別にどこでもいいんなら、居酒屋よりも安いほうがいいだろ。

　なんだ、その誘い文句。若い女どころか、誰もついてこないような、アホで貧乏くさい台詞。言った後に、慌てて「冗談だ」と、さっき仮病を使われた仕返しってことにしようとしたのに、こいつが目を見開いて、嬉しそうに口元を緩めたりするから、つい訂正するのを忘れた。

「ビールでいいか？」

「あ、はい」

　築十年なんて余裕で越えるワンルームのボロアパート。この歳の男なら大概はもっと良い所に住んでいるだろう。それでも役者仲間の中じゃ、風呂トイレ付きなんて、ずいぶん豪勢な所に住んでいるほう。

「ほら」

「ありがとうございます」

　プシュッと爽やかな音が二度、つまみすらない状態に色気のない缶ビール。でも、敦也はとても美味そうにゴクゴクと喉を鳴らした。

「生き返る～」

「オヤジかお前は」

　そして嬉しそうな顔をする。

「な、なんかつまみ作るか？　たしか、豆腐があったから」

「俺も手伝いますよ」

「いいって、お前体調悪いんだろ？」

「え？」

　熱はなかったかもしれない。体調は、仕事にならいける程度にマシだったかもしれない。でも、マシ、だっただけだろ。

「あの晩、お前、どっか痛そうにしてたぞ」

「……」

　裂けてなくたって、セックスするための器官じゃない以上、それなりに無理はあるわけで。

「だから、座ってろって。仕事、明日は休みか？　稽古午後だし」

「……」

「居酒屋の塩からいつまみじゃなくて、何か、米とか食うか？」

　俺は母親か？　なんで、こいつの食生活なんて気にしてやってんだ。意味がわからねぇ。ケツに突っ込んだのだって、こいつが勝手に好きでやったわけだし。俺は、だから、被害者なんだって。

「曽根さん」

「なんだよ」

　被害者、なのに、なんで、今、欲情してんだ。

「俺、喉が渇いた」

「あ？　ビールもう飲み終わったのか？　じゃ、もう一本」

　立ち上がろうとしたところでグンと腕を引かれた。倒れ込んで、そのまま敦也に圧し掛かってしまいそうになるのを寸でで堪え、ローテーブルとベッドに腕をつく。その両方の隙間にうずくまるように座っていた敦也の、唇がゆっくり、ゆっくり動く。

「これ、まだ入ってます」

　そしてあのワイングラスのほうがよっぽど似合いそうな手が、飲みかけのビール缶を俺へ差し出す。

「貴方の口移しで飲ませて……」

　アホか。そんなん、するわけねぇだろうが。

「んんっ」

　そう言うはずだったのに、口はその言葉を言うことなく、ビールを含むと、そのまま敦也の唇を塞いでいた。




　あの晩はキスしなかった。

「んっあふっ、曽根、さっ、ん、すご」

　知らなかった。男の唇っていうのがこんなに柔らかいだなんて。

「んんっキス、気持ち、イイっ！」

　こんな、女よりも積極的でいやらしいキスになるなんて。

「敦也、お前、すげぇスケベな顔してんな」

　舌を絡ませ合って、飲み合うように唾液も吐息も交わして、『キス』なんて軽い名前が似合わないほど、濃厚で深い口付け。

　とりあえず唇を離すと、肩で息をしながら、角度を変えてまさぐり合う快感に、目尻を赤く染めて、ゾクリと股間を熱くさせるような顔をした敦也がいた。ねっとりと視線を俺へとまとわり付かせて、ぷるんと濡れた唇をうっすら開いて、舌が覗く。今さっき、俺が散々犯した舌が今、また、俺を誘っていた。

「スケベにも、なりますよ。曽根さんのキス、が……俺、もォ、勃っちゃった」

「……」

　アホ、ゴクリって喉鳴らすな、俺。

　大胆にじゃなく、そっと開いた脚の間に、自然と視線がいってしまう。

　見えねぇ。座り込んでいる状態で、キスに積極的な敦也は前屈みだったから、その箇所が見えなくて。俺はつい……。

「触って、曽根、さん」

　導かれるまま、男の股間に手を伸ばしていた。

「は、ぁ……曽根さんの手、が、ァっ！　イっちゃい、そ」

　アホ！　だから、ゴクリって喉鳴らすなよ。そして、男の股間が熱く滾っているのを掌で感じて、欲情してんな。

「敦也っ」

　気が付いたら、ベルトを外し、ズボンの前を少し強引にくつろげて、敦也のそれをじかに扱く自分がいた。

「あァァあっ！」

　掌で包み込んで、数回上下に擦り上げるだけで、敦也の表情が壮絶にスケベになっていく。目尻にだけ恥じらいを残しながら、率先して快楽を求める顔に、思わず……勃起した。

　女にはない貪欲さ。女にはわからない快楽を共有できる興奮。それらがごちゃ交ぜになって、扱く手の動きをもっとやらしくさせていく。敦也のペニスが卑猥に悦がるところを見たいと望む自分がいる。

「あ、あ、曽根っさんっ！　俺、そんな、扱かれたらっ」

「イく時の顔、もう一回見せろよ」

「あ、あ、あ」

　ズボンと下着が邪魔だった。力任せにひん剥いて、股間だけを露出させられた敦也は綺麗な顔によく似合うシャツをそのままで、下半身だけを乱れさせていく。俺の掌に自分からペニスを擦り付けて、いやらしい声を上げながら、腰を踊らせた。

「敦也、イってみ？」

「あァァァァァ！」

　感電したように、ビクビクッと跳ねた瞬間、ビュクッと弾ける精液。乱れていなかった敦也のシャツに飛び散るそれに興奮した。俺と同じ男がさらす、はしたない姿を見て、衝動に駆り立てられる自分がいる。

「あ……ァ、曽根さん……」

　すげぇ、やらしい顔してたな。女としか比べられないけど、男のイく時の顔ってこんなにそそるもんなのか？

「イっちゃったじゃないですか。も、お返し」

「あ？」

　押し倒された。ぐいっと力を込められ、素直に寝転がると同時にズボンを素早く脱がされる。下着も一緒に腰からズリ下ろされれば。

「すご、興奮、してくれたんですか？」

「うるせぇ。なんとなくだ」

　下着から勢い良く飛び出したバカムスコを敦也が愛しげに見つめ、ハッと息を飲むほど綺麗に微笑みかけてくる。

　なんとなくも何もない。キスくらいでギンギンに勃起するほど若いわけじゃないのに、俺のはしっかり天へ向けてそそり立っていた。

「っつ」

　迷うことなく敦也がそれを飲み込んでいく。一気に喉奥まで連れていかれ、そのまま激しく頭を上下にしながら刺激されれば、一瞬で熱が上昇した。

「おまっ」

「うまい、ですか？　俺の口ん中」

　フェラ技が上手い。そして、このうごめく舌と、しゃぶりつく粘膜は美味い。何も答えられないほど、脳みそが沸騰する快楽。

　うちの劇団の看板俳優。若くて、整った顔はまさにヒーローにはうってつけ。女、子どもが目をキラキラさせて憧れるイケメンが、俺のに貪欲にしゃぶりついて先走りさえ吸い上げる。

「うあっ！」

　思わず声が零れた。

「貴方の飲ませて」

「バッ！　バカっ言ってんな！　口、離せって！　でっ」

　出るだろうが、とも言えないほど、めくるめく快楽に犯されて、敦也のフェラに昇りつめてしまった。

「うっ」

　こめかみがチリチリと焼けるような感覚。点滅する目の奥の星。射精して、吐き出したばかりの熱さえ、すぐさま飲みほされて、おかしくなる。

「敦也……」

「おいしい。気持ち良かったですか？」

「バカか、お前、んなもん、飲むな」

　俺の言葉に目を丸くしていた。

　不味いに決まっている。そんなもん、美味いわけがない。敦也の奉仕にあれだけ興奮しておきながら、こんなことを言ったところであまり意味はないかもしれないが。

「男の口でされんの、気持ち悪かった？」

「そうじゃねぇよ」

　それは、それは気持ち良かったです、なんて、ついフォローで言ってしまう。あまりに敦也がしょぼくれたもんだから。

「それより……」

「あァァっ！」

「フェラ、しながら、興奮、してたのかよ」

　手を股間へ伸ばし、気持ち悪くなんかなかったと、この先を求める行動で教えようとしている。言葉でどうこう言うよりも、こっちのほうが手っ取り早く伝わるだろ。

「あ、あァ、んっ」

　さっき手で扱いた敦也のそこはしっかり復活して、力強く息づいていた。上下に扱いてやると、腰をまたビクつかせる。でも、俺は、手でまたイかせるよりも……。

「曽根さん……」

　俺は。

「尻孔にこれ、また、挿れて？」

　敦也の言葉に下半身が熱く疼く。

　俺はまた敦也の中を味わいたくて、バカムスコもそうだったみたいで、敦也よりもはしたなく即座に復活してそそり立っていた。

「準備する、から、待って」

「あ、ローションとかか？　ねぇぞ、んなもん」

　ふるふると首を振る。そして……。

「あんま見ないでください」

「あ？」

「ケツ、いじってるの、なんて、別に、あれでしょ？」

　あれってなんだよ。男前ヒーローが頬染めながら恥じらって、俺から見えないように向かい合わせで、背後に手を、指を伸ばすところが、どう、あれなんだよ。

「ちょっ！　曽根さんっ！」

　抗うのもおかまいなしに、ひっくり返して、こっちへケツを向けさせる。あの晩は騎乗位だったせいで、見ることはなかった敦也の尻たぶ。小さく引き締まったその丸みに指を食い込ませて、揉むように広げた時の感触を思い出す。指に吸いつくような肌、掌にちょうどいい弾力と小ぶりなサイズ、それと。

「曽根さんっ！」

　それと狭くて熱い肉襞。

「エロ……」

　あの時、尻たぶを揉むようにすると、体内で暴れるペニスの感触が鮮明になるのか、気持ち良さそうな表情をしていたっけ。

「やァ……ン」

　いつもクールな敦也の滾った表情はどうしようもなく雄の部分を駆り立てる。

　バカ笑いすることもなく、淡々と芝居の稽古をする姿。凛々しくヒーローらしい立ち振る舞いに、整いすぎで、近寄りがたい印象さえ与える顔立ち。

「あ、あ、あ、見られて、るっ」

「あァ、すげぇ、スケベだな」

　そんな男がこんなふうに卑猥に乱れたら、そりゃ興奮しないわけがない。指を二本、体内に埋め込んで、ぬちゅぬちゅと卑猥極まりない音を立てながら、粘膜を押し広げていく光景なんて。

「お前さ」

「あ、ぅ……な、に？」

「この前もそんなふうに慣らしたんか？」

「え？　あ、あの晩、は、ハァ……曽根さん、寝てて、だから俺、ひとりで、あァああっ！」

　尻たぶへ勝手にもう片方の手を伸ばし、孔をいじる指の動きを手伝うように、両サイドに押し広げて揉んだ。その感触に俺の上で股がって乱れた時と同じ表情をする。

　なんか、もったいないことをした、とか思っている自分がいた。あの時もこんなふうにスケベな声を上げた敦也の横で、俺は呑気に酔い潰れていたわけで。見逃した、なんて思ってしまっている。
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「あ、曽根さ、ん、お願い」

　ズルリと抜けていく指、テラテラと光る様に喉が鳴った。もう片方の尻たぶを鷲掴みにしている俺の手ごと、敦也の手が包む込み、そのまま左右に自身で押し広げ、孔口を、真っ赤に潤んだ粘膜を見せ付ける。

　エロすぎだ。

　ヤバい、男なのに、二回目だぞ、意識あるのに、なんて、そういう制止の言葉よりも先に、興奮が頭の中を満たしている。

「お願い、も、俺、我慢できない」

　この敦也の切なげな声に、どうしようもなく興奮する。

「挿れて、ァ……あァァァァん！」

　待ちきれなかったみたいな言葉を聞くのと同時に、突き入れていた。

「すげ」

　心の中だけで呟いていた感嘆がつい零れるほど、狭くて、熱くて、ヌラヌラとまとわりつく肉襞の味は信じられないほど極上だ。目を瞑って、動かずにやりすごさないと今にも達してしまいそうなほど、敦也の中は最高の感触。

「敦也っおま！」

「あ、も、良すぎて、おかしくなる」

　馴染むまで待てないと、敦也から腰を揺らめかせてきて、こっちこそおかしくなりそうな快楽に溺れていく。全てを持っていかれそうな際どい粘膜に扱かれる度に、自然と奥歯に力を込めた。

「あ、ふ……ン、奥、すご、イっちゃい、そ」

　オカマって感じは一切しない。決して女っぽいわけでもない。でも敦也の甘ったるい喘ぎ声にかなり興奮する。

「ここ、か？　お前のイイとこ？」

　後ろから腰を振りながら、小ぶりな尻たぶを揉むっていうのが最高にエロくて、夢中になる。コクンと控えめに頷く敦也をもっと気持ち良くさせたいと、夢中で中を擦り上げた。「あ、あっ」と啼く声に熱が下半身をジンと痺れさせて、そして止まらなくなる。

「あァァん、大きい、のが、ァ」

　なんて甘い声。

　突かれて糖度が増す泣き声をたよりに、腰を回し入れ、前回は知る由もなった前立腺を見つけ、亀頭を奥まで押し込みながら、竿で擦り続けた。

「あっヒっィァン！　あ、そこ、ダメですって、曽根、さん」

　そんな砂糖菓子みたいな声出されたら、ダメと言われたってやめられない。粘膜をくまなくペニスで力強く愛撫しながら、何の気なしに前へと手が伸びた。

「あ、やァァァっダメっ」

　伸びた手が辿り着いたのは乳首。酔い潰れたあげく、すでに乗っかられて中で扱かれて、イく直前だったあの時には余裕なんてあるわけがなく、触れることのなかった箇所。

「すげぇ、コリコリだな。なんだ、これ、乳首？」

　男の乳首とは思えない、かといってふくらみがないせいか、女のものとも違う、ふたつの粒。指で摘んで、クリっと抓るだけで、肉襞がキュンと締まった。指の腹で押し潰し、上下に捏ねるようにすれば、もげそうなほど勃起したそれ。そして刺激を与えれば与えるだけ、柔らかく潤むくせに、締め付けが増す敦也の体内。

「敦也っ」

　名前を呼ぶ自分の声が興奮で上擦っていた。

「あ、あ……ン、ふ、ぅ……」

「敦也？」

　あまりの快楽に敦也も限界が近いらしい。そしてさっきから耳に絡み付いていた甘い嬌声を必死に堪えている。手の甲を唇に当てて、もしかしたら噛んでいるのか、目尻からは今にも零れ落ちそうなほど大粒の涙を溜めて、うちの花形俳優が悦に浸っていた。

　細腰をひねって、尻たぶの狭間にペニスを咥えながら、振り返る敦也の胸には、ツンと尖った、エロい色をした乳首。突く度に誘うようにちらついて、それが視界に入る。

「だって、声、隣に聞こえちゃ」

　こんなボロアパート、薄い壁の向こうにいる住人に声を聞かれまいと必死に堪えている。それをとても健気だと思った。そしてこのセックスがどうしようもない甘い衝動からの行為に思えて、気が付いたら、敦也を後ろから抱き締めていた。

「声、そんなふうに我慢すんな」

「あ、んくっ！　あ、ふっ」

　しなやかな身体。柔らかく、無理やり抱え込み首を傾かせても、苦しいどころか恍惚の表情を見せる。

「曽根さァ……ん、キス、イっちゃう」

　舌を伸ばして、キスを追いかけてくれる。

　齧り付くように唇を重ねて、舌をねじこませ喘ぎをせき止めながら、下半身はパン、パンッと、それこそ隣の住人に聞こえそうなほど、打ち鳴らし続けた。

「んんんっ！」

　そして乳首をキュウッと摘んだ瞬間、息が止まるほどの締め付けに視界が真っ白になる。

「イくっ！　曽根、さんっ！　俺、もっ、イっちゃうっ！」

「俺も」

　鳴り響くセックスの音。ぶつかり弾ける肌と、絡み合う粘液の音、それらが速度を上げて、濃度を増して、一気に天上を目指した。

　喘ぎを我慢しきれないと敦也が苦しげな表情をした瞬間、また深く唇を重ねて、舌で全てを塞ぎ、敦也のペニスを掌で作った筒でしごく。

「んんんーっ！　ん、んクッ！」

　グンと張った亀頭、切先の割れ目を親指で強く押し、射精を促すと、肉襞でペニスを舐めしゃぶられている気分がした。吸い付かれて、そのままイってしまいたいと雄の本能が暴れる。

「んんっんあァァっ！」

　ビュクッと勢い良く弾けた敦也のペニス、と、同時に締め付けてくる甘美な感触に引きずられそうになるのを、必死に堪えて、息を詰めたまま、ズルリと抜き、尻たぶの上へと熱を迸らせた。

「敦也っ」

　はァ、はァ、と獣のように乱れた呼吸、敦也の綺麗な尻たぶを汚す飛沫。

「あ、熱いっ」

　床へ、はしたないほど盛大に精子を飛び散らせた直後、尻に感じた熱に喘いで、ピクンと華麗に背中を引きつらせた。

「わりぃ……」

　なんとなく自然とそんな言葉が出てしまった。何が悪いのか。自分でもよくわかっていないけれど、つい出てしまった言葉。こんなに綺麗な身体を汚したことへの謝罪なのか。なし崩しのようにセックスしてしまったことへの謝罪なのか。

「曽根さん、なんで……」

　なぁ、なんで謝ってんだろうな。

　敦也は驚いた顔をしながら、頬をセックスの熱で火照らせて、瞳も濡らしたまま、俺のほうへと振り返る。その姿がたまらなく、壮絶に色っぽくて、つい目を逸らすどころか見入ってしまった。

　薄っすら染まった肌、ひきしまった腹、腰、そして太腿まで濡れるほど乱れたセックスの余韻。顔だけじゃなく、身体の隅々まで綺麗な敦也の、尻たぶだけじゃなく、どこもかしこも卑猥に汚した。

「すまん」

「……」

「うち、コンドーム、ねぇんだ。次、からは、用意しとく」

　そんな行為に夢中になっていくことへの謝罪。

「次って……」

　よくわからない。こんな歳になって、それこそ、本当に年甲斐もなく意味不明な自分に混乱する。

　次からって、何、言ってんだ。俺はいつからゲイになったんだ。男にこんなに欲情して、何、音が漏れるだとか、気にしているこいつのことを――。

「曽根さっ」

　可愛いとか思ってんだ。何を……甘い、甘い、キスなんてしてんだ、俺は。














３　俺の過去







　まず、俺はゲイじゃない。そして敦也の顔は特別、男女関係なしに綺麗だと思っていた。それはうちの劇団に来た時から思っていたこと。

　スラッとしていて手足は長く、ヒーロースーツを着て華麗にアクションをこなす姿は、そりゃあ、もう、二次元のヒーローがそのまま飛び出てきたのかと思うほど。そしてヒーロー用の仮面を取れば、その下には女どもがワーキャー騒ぎ立てるだろう甘いマスク。

　そんな男があられもない声上げてりゃ、男なら……興奮するだろ。うん。たぶん。性欲が単細胞なんだから。

「はぁ……」

　この前は自分が先にシャワーを浴びたから、今回はお先にどうぞ、と言われて、はい、ありがとうと答える俺。じゃあ、この次はまた君が先にシャワーを浴びなさい。

「んなことに……」

　ならないと言い切れない。なぜなら、二度目は明らかに俺は意識があったから。初回は被害者だったけれど、今回は被害者も加害者もいない。もう、まるっと合意のもとでセックスしていた。自分から覆い被さって、キスして、手で扱いてイかせて、興奮して。

「おい、バカムスコ、反応してんじゃねぇ」

　本当にバカなのか、思い出しただけで、喜びだしそうになるムスコを一喝から、敦也も早くシャワーを浴びたいだろうと、バスルームの扉を開ける。

『まさかっ！　そんなっ！　彼が犯人だとでも言うのか！』

　そして飛び込んで来たよく知っている声。

「ちょっ！　てめっ！　何、見てんだ！」

　慌てて駆け寄って、テレビの前に仁王立ちになり画面を隠す。

「若いですねぇ。曽根さん、いくつん時ですか？」

「お前なぁ、人んち勝手に漁るなよ」

「エロいのないかなぁって」

　ねぇよ。お前と一昨日セックスしたせいで、こっちはスッキリだ。

「曽根さんが顔出してる」

　今じゃ演劇よりもヒーローショーによく出演している俺の、まだ若かりし日の映像。くたびれた小劇場の隅々まで響き渡る声で、台詞を読んでいる。まさに「読んでいる」って表現がぴったりだ。下手くそにもほどがある。

「うるせぇよ」

「これ、何歳の時？」

「今のお前くらいだよ。……もっと若いかもな」

　正確にこいつの年齢を知っているわけじゃない。敦也のプロフィールはほとんど知らないから。大学に入ったばかりで嵌った演劇の世界、勉学なんて必要ない、俺にはこの世界しかないと思い込んでいた。大学だけはちゃんと出なさいと言う、親の言葉もろくに聞かなかった大バカ息子が、画面いっぱいに声を張り上げていた。

「へぇ……」

「おい、こら、観るなって」

「なんでですか。いいじゃないですか」

「いいから、風呂入ってこいって」

　画面の前にまさに張り付いて、じっと動き回る俺を目で追っている。その顔は彫刻作品のような素晴らしさがある。

「おい、敦也」

「待って、この一幕だけでも」

　画面の照明が変わるたびに、テレビ画面に照らされている敦也の表情も色合いを変える。そしてその瞳にずっと、若いだけの俺が見つめられていた。

　敦也には花がある。一見しただけで、人の視線を惹き付ける大輪の花。主人公を演じるために神が与えたと思える「美貌」ってやつ。どんなに演技が上手かろうが、顔がどう頑張っても主役に向かない人間はいる。必死に願ったところで、そいつに主役というど真ん中のスポットライトが当たる日は来ない。脇役で賞賛される、渋い演技だとか、主役を支える演出だとか、そう言われることに喜びを感じられないなら、こんなに苦しい片想いはないだろ。願っても、望んでも、真ん中には決して立てないんだから。

「そんな大根役者の演技、何も勉強にならないだろ」

「なりますよ！」

　この舞台で俺が演じているのは、真犯人の親友役。ずっと信頼していたけれど、実は最初から裏切られていた、大間抜けな男の役。親友は復讐を果たすため、一番憧れていた男を刺し殺さなければいけない。けれど――っていう、友情と運命に翻弄された男ふたりの話。俺はそのふたりの物語の外側で踊っているピエロのようなもん。主軸に絡むこともなく、ひとり右往左往するだけの滑稽な男。

「初めて見た。曽根さんだ……」

　滑稽な男を演じるのに、ちょうどいいほど俺自身が滑稽だった。

　ほら、観てみろ、今、画面の中にいる男は、本気で主人公ふたりを妬んでいる。俺もあの眩しいスポットライトの下へ行きたいと、身分違いな野望を抱いている。

「いいから、敦也」

「ま、待ってっ、んんんっ」

　そんな間抜け男を、敦也に見られたくなかった。視界を強制的に変えてしまおうと、うなじを強引に引き寄せて、食べるかのようにキスをする。舌でさっきまで散々喘ぎを押し留めようとしていた喉奥まで犯して、意識をテレビ画面から無理にでも引き剥がさせた。

「曽根、さん……」

「早く、風呂、入ってこい。汗で髪濡れてるぞ」

　髪の中へ指を差し込んで、まさぐるように撫でると心地良いのか、長い睫毛を伏せながら、甘い気配の漂う溜め息を吐き出した。




「……大根にもほどがあんだろ」

　シャワーの水音を聞きながら、リモコン片手に呟く。必死に主軸であるふたりにしがみつこうとする俺が、何かを叫ぼうと口を開いた瞬間で、ピッと乱暴に画面を消した。

　覚えているもんだな。

――どうして、どうして彼はこんなことを！　僕には一言も相談せずに！

　そう叫んで床を転がる。

「下手くそ」

　笑えるほど下手だ。才能の欠片もない自分の演技を、才能を溢れるほど持ち合わせた敦也に見られるのは、正直遠慮したい。




　シャワーから出てきた敦也は汚れてしまったシャツを着るわけにもいかず、とりあえず俺の部屋着を着るしかない。自分が着れば、しっくりくる色なのに、敦也が着るとどうにも薄汚れて見えるから不思議だ。

「似合わねぇな」

　見た瞬間、そう呟いた俺に、そんなことはないと綺麗な顔をくしゃりとさせて笑う。全然似合ってなんかいない。首から下がやたらとくたびれているのに、その上に乗っかった顔がまるで宝石か花じゃ、ちぐはぐすぎる。

「この劇団、長いんですか？」

「まぁな」

「いつくらいから？」

「大学ん時から」

「へぇ」

　何も知らない。ただ同じ劇団にいて、毎週顔を突き合わせているだけ。プライベートを一切知らなかった者同士。

「っつうか、もういいだろ」

「照れてるんですか？　ムスッとしてる」

　次から次に飛んでくる質問を適当にかわしながら、冷蔵庫にあった残り物で作った焼そばを口の中へ押し込んでいく。敦也はそんな俺を気にすることもなく、もう強制終了した映像を思い出しては楽しそうに笑いながら、同じ焼そばを食っていた。

　仮病使われて、アホな俺は心配して、敦也の思惑どうりなのかなんなのか、居酒屋行って、部屋連れ込んで、セックスして、夜中に焼そばを作って食った。後半からは明らかに自発的に行動している自分がいる。仕方がないだろ。こいつが昨夜食った飯のことすら覚えてないような、雑な生活をしてると知ったら、田舎のばぁさんみたいに世話をやいてしまう。

　もう、何も知らない間柄じゃないんだから。

「あんな下手くそな演技見られたら、誰だってムスッとしたくなる」

「いいじゃないですか。すごく新鮮でしたよ」

　焼そば食いながら、そんな嬉しそうな顔してんなよ。

「だって、曽根さんいつも着ぐるみだから。素顔であんなふうにキラキラって感じに演技してんの、とか、すげぇ」

「……」

　キラキラはお前だ。そういう単語が似合うのは特定の人種だけなんだよ。俺のあれはキラキラどころか、ただ必死なだけだ。しがみついているだけ。滑稽っていうんだ。

「それと……この焼そば、すごく美味いです」

「……」

　今、そんな台詞を言うお前のほうがよっぽど輝いている。この部屋には似つかわしくないほど、輝いていて、つい手を伸ばしてしまう。

「……ン」

「ホントだ、うめぇ」

「っ」

　唇をペロッと舐めてやっただけで、真っ赤な顔をしやがって。

「照れてんのか？」

　なんだ、それ、男のくせに、強姦魔のくせに、何、人のこと夢中にさせてんだ。













４　嘘つき







　本番、舞台当日にだけ感じられる高揚感がたまらなく好きだ。緊張、期待、色んなもんがごちゃまぜになって、背中からゾクリと駆け抜ける快楽にも近い興奮。あれを大学の頃、味わって以来、中毒のように抜けられなくなった。それがあるから、才能がないと思い知らされた今でもまだ、ここにしがみついている。

「よぉ、なんか、あったんか」

　顔を上げる必要もなく声の主が誰なのかわかる。

「担当者との打ち合わせ終わったのかよ」

「あぁ。スピーカーがふたつも壊れやがって、ホント焦ったぜ」

　貧乏劇団のサガ。もう古ぼけたスピーカーのうち、ふたつが今日、プチンと音を立てたっきり動かなくなった。団長でもあるこいつ、桂木かつらぎは大慌てで、このショッピングモール広報担当のところへと、機材の貸し出しを頼みに走っていった。そして借りてきた機材に、今度はひとりで全てを担わなければいけない音響係りが四苦八苦している。

　俺よりも、いくらか年上の桂木が、大昔の面影ゼロで腹の肉を揺らしながら歩み寄ると、どかっと腰を下ろした。額の汗をタオルで拭う仕草がいかにもオヤジくさい。

「んで？　何かあったんか？」

　せっかく話を逸らしたはずなのに、桂木は即座に話題を戻してくる。

「あ？　何がだよ」

「さっき、軽いリハん時、声のハリがいつもと違ったぞ」

　てめぇはどこの演劇評論家だと、ボソッと呟くと、喉奥だけで楽しげに笑っている。

　桂木は俺と同じように舞台に上がっていた。迫力のある声に、がっしりとした体格、こいつが主役を演じる時は大概が勇ましい話だった。そして脇に回れば、頑丈で気のいい男から、強靭な悪役までこなせる。オールマイティーで才能のある男だった。顔に大きな傷を負うまでは。

「女でもできたんか？」

　そうニヤリと笑う目尻から頬には、大きな傷跡が残っている。

　舞台から転落した際、激しく打ちつけた顔面は一瞬で真っ赤な鮮血に染まった。そして残ってしまった顔の傷。化粧をすれば覆い隠せただろうが。

　こいつはそのまま舞台を降りた。

　劇団長で、演者で、二足のわらじは案外きついからなぁと笑いながら、芝居をやめることを選択した。そしてそのままこの小規模な劇団の全てをひとりで背負っている。きっとこいつにだけは頭が上がらないだろう。諦めた後、その道を進もうと思う若い奴らに少しでも演じる場を、と舞台を作ってやるなんて。まだズルズル諦めていない俺には到底できそうにない。

「女なんかできるかよ」

「アハハ、そうかぁ？　それにしては肌艶が」

「アホか、気持ち悪いこと言ってんじゃねぇよ」

　こんな男なら、しがない劇団長でも嫁の貰い手はあるだろうな。子どもは今年小学校を卒業だったか？　ガハハと、豪快に、そして舞台上でもよく通る声で笑っている。

「このコード、こっちに置いておきます」

　その時だった、敦也がひょこっと顔を出す。下っ端の仕事として、今は四苦八苦の音響設定を手伝っているらしい。持って来いと言われた機材を運んできたところだった。コード以外にも重そうな機材をいくつか抱えて、壊れないようにそっと置くと、額に滲んだ汗を手の甲で拭う。

　汗すら輝いて見える気がする。

　桂木とは正反対に静かで落ち着いた声なのに、その声の響きは何にも邪魔されることなく、屋外のステージでさえよく聞こえる。凛とした響き、という言葉が一番ぴったりくるだろうか。敦也のその声に、心臓がトクンと反応したような気がして、自分自身に戸惑った俺は、コホンとひとつ咳払いをした。

「なぁ、桂木」

「んあ？」

「あいつ」

　敦也は俺のほうを見ることなく、次の作業を手伝いに向かう。見事なほど綺麗な姿勢、華麗な身のこなし。

「敦也か？」

「あぁ、あいつって……なんで、うちに来たんだ？」

　視線を外させてくれない、追いかけたくなる、そういう才能を持っている。

「珍しいな。敦也のこと、今まで気にしてなかったろ」

　別に気にしていなかったんじゃない。接点もないし、あいつは平凡な俺には眩しすぎて、目がくらむから、見ないようにしていただけだ。

「悪役の俺が、正義のヒーローと仲良しじゃ、おかしいだろうが」

「なんだそりゃ」

　半分冗談で返すと、全く面白くもなさそうに空笑いをしていた。

「……なんか、したんか？」

　俺が？　それとも敦也が？　どっちとも捉えられそうな、曖昧な言い方。「したんか？」その裏側にある桂木の探りをかわすように、敦也から視線を外し、ワシワシと髪を掻く。

「なんもねぇ。あると思うか？」

「……」

「ただ、あんな綺麗な顔してんのに、こんな小劇団って思っただけだ」

　ずっと一緒にやってきているからこそ言える一言に、鼻を鳴らすように笑い、「失礼なこと言うな」と怒ったように言っている。

　あいつがここへ入団したのは昨日、今日の話じゃない。古株でこそないが、もう何度も一緒の舞台に立っている。そんな敦也のことを今更気にするのは不自然だろう。

「ヒーローにはうってつけだろうが。実際、あいつがやるようになってから、営業増えたしな」

「……」

「ただそれだけだ。それより、曽根」

　名前を呼ばれて、顔を上げると、桂木がもうサラサラヘアからはほど遠くなった頭をワシワシと掻き乱す。

「嘘、吐く時のその癖、まだ直ってねぇんだな」

　笑うでも怒るでもなく、ただひとつ大きく、溜め息ほどの重さも持たない息を吐き出して、それからそのまま控え室へと消えていった。

　嘘、ねぇ。

――なんか、したんか？　

　した。セックスした。男の敦也と俺は二度、セックスをした。




　夢も希望も、バクバク、バクバク、全部、この俺様が食べてやる！

『ついに現れたな！　バクバク怪獣！』

　敦也のサラサラな髪が振り返ったと同時に揺れる。凛々しい眼差し、張ると迫力があるのに威圧感のない、ヒーローらしい声。一本の頼りないロープで仕切られた向こう側から、必死に声援を送る子ども達を守ろうと広げられた手は少し骨っぽく長い。指先まで絵になる立ち姿。

　子どもはすでに敦也をヒーローと認識して、必死の眼差しで見上げるが、それ以上に、この容姿に子どもの保護者が目を輝かせていた。そりゃそうだ。こんなイケメンが目の前で、まさにヒーローとして現れたら、誰だって、夢の世界だと思うだろ。

　俺にはない輝き。影色をした、いかつい怪獣の俺は、すでに夢と希望を半分近く、たいらげたことになっていて、バージョンアップした着ぐるみで再登場だ。背中のトサカがでかくなり、肩には角まで生えているおかげで、すでに、キャラクターの元となった動物バクの面影はほぼ皆無だが、子ども達はそんな怪獣の一声に震え上がってくれる。

『ギャギャギャギャギャオウ！』

　俺の台詞はいつだって、ギャ、とオの二つだけで成り立っている。あとは音響係りが受け持つナレーションで代弁してもらうだけ。

　襲い掛かるように両手を広げ、わざと足を鳴らすように大胆に踏み込んで、そのまま敦也、レッドマグマが守ろうとする子ども達へ進撃を開始する。

『お前に子ども達の夢は奪わせないっ！』

　敦也の真っ直ぐさは怪獣である俺にはとても眩しい。こんなに眩しいのに、セックスん時にはあんなに堕落して卑猥になるとか。こういうの、あれか？　ギャップ萌えっていうやつか？

『レッドマグマ！　加勢するぜ！』

『さぁ！　私達が相手よ！』

　ガテンと格闘家が子どもと俺の間に割り込み、まさに鉄壁の守りを固める。ミサイルキックやドロップキックができればいいのに、ブルーシー役の女優はキックボクシングをメインにジム通いをしていたせいで、全てのキックがボディーより下へと集中する。見た目としては非常に地味だ。そのくせ、この分厚い着ぐるみ越しでさえ、相当な威力があって、地味に痛くてあまり割に合わない。

　イエローロックは発泡スチロールでできた岩を重そうに掲げると、それをこっちへ投げ付けてくる。着ぐるみの視界はかなり狭い。そのため、たまに思わぬ方向から飛んでくるから、内側にいる俺は外見以上に辛い思いをしている。

　そんな中、着ぐるみの向こうから聞こえくる、頑張れ！　という声援と、必死にレッドマグマを呼ぶ声。ブルーシー達が活躍している間、敦也は裏で早着替えの真っ最中。そして俺はそんな声援をもっと盛り上げるために、すでにダメージ充分なのに、声を荒げ、両手を振りかざす。

『待てっ！』

　見事な再登場。レッドマグマは子ども達の期待を込めたキラキラ輝く視線を一身に受けながら、ブルーよりも、イエローよりも、一歩前へと立ちふさがる。

『ギャギャギャギャギャオウ！』

　本当に綺麗なアクションなんだ。手足が長いせいか、ターンをするだけでも歓声が上がる。そして、この場にいる子ども全員が敦也の虜となり、無我夢中で応援する。

『子ども達の夢や希望は誰にも奪えやしないんだっ！』

　この輝きに誰もが目を奪われる。それは、敵である怪獣でも、夢も希望も持たない、ただのオヤジでも。




　ヒーローショーの仕事が終わり、皆が飲みに行こうかどうしようかと話し合っていた。スマホを使って近辺で良さそうな飲み屋はないか探している中、少し離れた場所で、着ぐるみを脱ぎ、一回の公演でびしょびしょになるＴシャツを着替える。頭に巻いたタオルだって、水をぶっかけたように濡れている。

　飲み、か……どうするかな。明日は遅くまで居酒屋のバイトが入ってるし、今日はおとなしく帰ったほうがいいが。

「行く、んですか？」

　少し遠慮がちに尋ねてきたのは敦也だった。

　替えで持ってきていたタオルで頭も身体も拭いていた俺は、その声を至近距離で耳にしただけで、ビクンと反応してしまう。

「あー……」

　どうしようか、そう迷っていた原因はこいつだ。敦也が行くんなら、行こうかと思った。あまりこいつは飲み会に参加しない。忙しいらしく、あの晩、初めてセックスした晩、こいつが酒の席にめずらしく参加していた。団員、それぞれ家庭もあるし、仕事もある、だからサラリーマンの飲み会とは違い、全員が集まるなんてことはまずない。それでもあの日は敦也が参加するってことで、やたらと大所帯の飲み会になった。そしてその賑やかさも手伝って俺は酔い潰れたわけだ。

「行き、ます？」

「あー……お前は？」

　俺は……。

「あの、もしよかったら」

　敦也は魅力的な男だと思うよ。女なんてイチコロだろ。子どもだってイチコロ。そんなヒーロー男が、俺の前であんなふうに乱れた顔を晒す。それに俺はイチコロだった。

「どっか、行くか？」

「え？」

「今日は休肝日だ」

　そんな日を設けたことはないけれど。

「あ、そうなんですか？」

「あぁ、そう毎晩飲んでられねぇよ」

　そう答えながら、汗でびしょびしょの髪をワシワシと掻いていた。




　この歳になってデートもクソもない。それなのに、敦也が観たい映画があると言うから、このショッピングモールには映画館もくっ付いてるってんで、ちょうどいいと足を運んだ。

　劇団の奴らは飲みに行った者もいれば、用事で帰った者もいる。なんとなく全員がこの場からばらけていくのを、しれっと見送って、見つからないように敦也と合流した。

　敦也の観たがっていた映画は、アクションでも、恋愛でも、ホラーでもない。もう余命短いと宣告された母親とその家族の時間を刻々と辿っていく、ヒューマンもの。派手な演出もなく、最後なんてほぼ無音が続く。そんな単館ものの小規模作品。

　それを敦也は真剣な表情で見つめていた。

　俺の芝居を観ていた時と同じ顔してんな、なんて思いながら、映画を観るよりも、その横顔を見ていることのほうが多かった。

「すごくよかったですねぇ」

「あぁ」

「途中、俺、息子が息を詰まらせる表情に見入っちゃってましたよ」

「あぁ」

　俺はそんな見入ってたお前の横顔を見てたよ。

「あ、あそこ、俺は泣かないほうがよかったと思ったんですけど。曽根さんはどう思いました？」

「あぁ」

　表情がクルクルと変わる。これがこいつの本当の顔なんだろうか。それなら稽古場へ現れる時の、物静かな表情、あれは芝居なんだろうか。クールな若手看板俳優は、実はそんな男じゃないんだろうか。

「曽根さん？」

「！」

　気がつけば、さっきからずっとこいつのことだけを考えている。

　じっと見つめていた俺の視線がどこか上の空なのに気がついて、クールなはずの敦也が一瞬で表情を曇らせた。

「なんか、俺、はしゃいでます、ね」

「あ？」

「すみません」

　こいつは意味がわからない。一瞬ごとに違う顔しやがって、人の頭ん中を簡単に占領していく。

　言えるわけがないだろ、男に見惚れてました、なんて。こんな綺麗な顔をした男が見せる様々な表情が、自分だけにしか見せていないような、そんな特権に思えて、無性に抱きしめたくなってたなんて。

「はしゃげよ」

「え？」

「な、なんでもねぇ」

　はしゃいだ顔を俺にだけ見せろよ、なんて、この歳のおっさんが言ったら、即座に逮捕だろうが。気色悪いに決まってる。

「曽根さん……あの、今晩……」

　なのに、思ってしまう。こいつの色々な表情を全て独占したいとか、こいつの笑った顔を可愛いとか。いつ自分がゲイになったのか、その入り口は見当たらないのに、気がついたら、すでに敦也のことを……。




「あっ！　曽根、さぁ……ン」

　アホなんか、とツッコミを入れるのさえ、もうやめた。

　仕方がないだろ。映画観て、しがない役者の俺達は金だってないし、今日は休肝日ってことになっている。一緒に食材を買いにスーパーへ行けば、夕飯時なんてとっくにすぎた時間で、値引き商品がまばらに残っている程度。そして客だってまばらにしかいない。そんな中、並んで適当に惣菜をカゴに放り込んでいたら、ぼそっと赤い顔したこいつに「デートみたいですね」なんて言われたんだ。滾らないわけがない。

　昨日もセックスした部屋に到着してすぐ、無言で風呂場へ直行して、汗を流し、戻ってくるなり、ポツンと座っていた敦也に覆い被さった。

「あっ！　あのっ！　俺もシャワーを」

「いい、そんなん」

「よ、よくないですよっ！　俺だって、汗かいたし」

　お前の汗は俺のとは違う種類だから大丈夫、なんて思っている俺はもう手遅れだな。

　三回目のセックスは相当重症。帰り道、いつも寄るコンビニでコンドームを買いながら、もうすでに脳内では敦也の甘ったるい声が再生されていたくらい興奮が抑えられない。身体の中が熱くておかしくなりそうだ。一度目はおぼろげだったものが、二度目、明確な快楽となって身体に刻み込まれている。その感覚があまりに甘美だから、暴走を食い止めるのが精一杯。

「曽根、さぁん……あ、ダメ、曽根さんの手」

　股間をズボン越しに撫でてやれば、今までよりも大胆に声を上げる。狭い部屋にふたりして倒れ込んで、そのまま齧り付くように唇を塞ぐ。舌が激しく絡まって、敦也のシャープで端整な顎を溢れた唾液が伝う。苦しそうに眉を寄せるのが、たまらなく男の性欲を駆り立てるんだ。そんな表情をもっと見たくて、くちゅくちゅと角度を変えて、頬の内側の粘膜をも舌で愛撫してやる。

「あ、ぁン、曽根さんのキスって」

「すげぇ、ガチガチ」

「あぁぁ……ン、だって、良すぎて、キスだけで、俺」

　ズボンはまだボタンひとつ、ベルトさえそのまま。幾重にもなった布越しの、もどかしい触れ方に切なげな溜め息を吐きながら、敦也がねだるように腰を浮かせた。

　夕方、稽古場で発生練習をした時、澄んでよく通る声だった。

「や、ぁ……曽根、さん」

　それが今、甘ったるく耳を愛撫する喘ぎ声になった。

「あ、すごっい、曽根さんのも硬い」

　一方、俺はバスタオル一枚を腰に巻いているだけなわけで、敦也の手は簡単にタオルを捲り、隠れてギンギンに滾っていた雄を捕まえてしまう。

「そうだな……敦也のスケベな声に興奮してる」

「あぁ……や、ぁ」

　ズボンの前を興奮した手付きで乱して、下着の中をまさぐってやると、俺の手の動きを真似るように敦也の掌が扱き始める。互いが互いのペニスを扱くだけじゃものたりなくなって、バスタオルを外すと、敦也のそそり立ったそれと直に擦り合わせた。唇を重ねて、舌が唾液を掻き混ぜ、二本のペニスが先走りを絡ませ合う。上からも下からも、いやらしい水音が聞こえてきた。

　これ、やべぇな。

　初めて他人のペニスとこんなふうに重ね合わせてみたが、まず視覚的に興奮する。先走りが鈴口から溢れ、どっちのものかもわからないほど垂れ流しになって、それを扱く手でまんべんなく竿に塗りつける。濡れた音と、掌の感触、それと亀頭が擦れ合う、なんとも言えない、いやらしい行為。

「敦也っ」

「俺、も、イっちゃう！」

　イけよ。敦也のイき顔は信じられないくらいに卑猥で、見ているだけでおかしくなりそうなんだ。それが見たい。

「あ、あ、あ、曽根、さぁ……っ」

　舌を唇の隙間から覗かせた。

　信じられるか？　今さっき、数時間前までは、ヒーローらしい凛とした姿を披露していた男が、今、ペニス扱かれて、先走り垂れ流しで、悦がってるなんて。

「あァっ！　声、でちゃうっ！　曽根さんっ舌、キスしてェ」

　下腹部がジンと疼いて痛みをもたらす。言われるまま、誘惑されるままに唇に齧り付くと、喘ぎを堰き止めるために、喉奥へと舌を差し込んだ。

「んんんんっ！」

　その瞬間、舌にしゃぶりついて、ペニスと勘違いしたかのように唇で扱く敦也が、ビクンッと背中を反らせ――。

「はっァ……ァ、曽根、さん、はァっ」

　ヒーローらしからぬ痴態を晒して、射精した。どっぷりＲ指定になりそうな、今の敦也の姿に興奮しつつ、先走りと敦也の精液でぐちゅぐちゅに濡れた自分の下半身に、さらに際どい興奮を覚える。

「曽根さんっ待って、今、慣らすから」

　ローションがなくても平気なくらい互いの身体が濡れている。敦也はイったばかりで、肩で息をしながら、昨夜と同じように孔を探る。

「敦也」

　でも俺はその手を制して、代わりに自分の指を孔の口へと添わせた。

「え？　ちょっ、いいですって！」

「なんでだよ」

「慣らすのは、俺が自分で」

「やり方なら、昨日、しっかり見学してる」

　そういう問題じゃないと慌てて、俺の手を取ろうとする敦也を少し強引に組み敷くと、素早く、乱れただけだった服を剥ぎ取り、自分の身体を割り込ませて、脚を閉じることさえ許さない。裸の男がふたり、卑猥な前戯に興奮しながら、すぐそこにあるベッドにいくのさえ惜しんで、脚を絡ませ合う。

「曽根さっ、ぁっ……あ、ぁ……ン」

　指を突き入れた瞬間、声の糖度が増した。そして、それが雄としての欲求を増幅させる。

「熱い、敦也ん中」

　キュッと締まった孔の口をズプリと指で開く。そして中へと遠慮なく、でも傷つけないようゆっくりと押し込むと、眩暈がした。

「すげぇ」

　思わず呟くほどの感触。

「や、曽根さん、の指が、俺ん中に、あ、嘘みた、イ」

　たしかに嘘みたいだ。昨日、散々バカムスコで味わった敦也の体内は、心臓が止まりそうなほど卑猥だった。指に絡み付く粘膜、ざわめく肉襞、隙間なくしゃぶりつかれ、奥まで誘われるままに指を収めれば、孔の口がペニスと間違えて指をきつく締め上げてくる。

　喉が勝手に鳴るほど。

「あ、ひゃぁ、曽根、さぁ……ン」

　狭くて、きついのに、ペニスを根元まで収めると、柔らかく濡れた唇と、熱くねっとりとした舌にフェラでもされているような心地がした。敦也のいかがわしい体内の感触を思い出しながら、行き来させる自分の指を高熱に浮かされたように眺めている。

　敦也は背中をくねらせながら、尻たぶを片手で広げつつ、四つん這いになったあられもない格好で、喘ぎを昨夜のように我慢している。そのせいか、声が絶妙に掠れていて、逆にこっちの興奮を煽っていた。

「だ、いじょうぶ、ですか？」

　背中を弓なりに反らしながら、はぁ、と熱っぽい息を吐き出す。

「男のケツ、なんて、ァッン、気持ち悪かったら、すぐに言って、ァ、あァァァァ！」

　バカな気遣いを見せる敦也をこらしめるように、昨日覚えたばかりの前立腺を指の腹で舐めるように探り、見つけ、そして押し潰す。途端に甲高く啼いた敦也の目尻からポロリと涙が零れた。

「ここだろ？　敦也のイイとこ」

「あ、あ、ひァ……んんっ」

　声を必死に我慢しているのに、そんな健気な敦也を無視するように、前立腺への愛撫を続ける。聞くに堪えないほどの蜜音を響かせ、粘膜が指の動きに慣らされた頃、敦也のペニスからは先走りが滴り落ちていた。

「も、そこ、いじられたら、俺、またっイッちゃうじゃないですかっ」

「イけよ」

　フルフルと弱弱しく首を横に振る。

「お前のイき顔、最高なのに」

「イくんなら……俺」

　敦也の体内を好きなだけ蹂躙した指は卑猥に濡れそぼっている。前立腺という名前の快楽のツボばかりを押して、押して、押しまくって。

「俺、曽根さんの挿れられて、イきた、い」

　気が付けば、俺の何か、ツボをこいつに連打されている気分がした。

「あ……きて……」

　言われると同時に亀頭で孔を舐めるように刺激する。すでにこっちは興奮で痛いほど張り詰めている。気持ち悪い、なんて思っているのなら、こんなふうに腹に付きそうなほど勃たない。

「あァ、ぬるぬる、してる」

　感度の良い敦也は見えていないはずの後方で何を今されているのか、孔の接触だけで感じ取る。信じられないほど敏感で、そして健気に俺を求めてくれる。

　気持ち悪くなんかねぇよ。それどころか――。

「敦也」

　何？　と見上げるこいつを可愛いと、さっきからずっと思っていた。

「バック、じゃなくても平気か？」

「え？」

　肩を押して、こっちを向かせると、身体が芯から火照り始める。

「ヤ、曽根さんっ」

　レッドマグマのいやらしい裸に、ゴクリと喉を鳴らす怪獣。

　裸の胸にはピンク色よりも濃く染まった乳首。女のよりも小さなそれは乳首っていうよりも、粒ってほどで、そしてピンと勃起している。脚は大胆に広げて、さっき亀頭同士を擦り合わせた敦也のペニスはテラテラとまた濡れて、その先走りは陰毛にもまとわりついていた。

「見、ないで」

「無理。挿れるぞ」

「あっ！」

　膝をついた状態でもっと腰を割り込ませると、敦也が迎えるように脚を更に開く。そして丸見えになった孔に、俺のバカムスコがしっかりと反応した。この歳になって余裕がないとかどうなんだって思うくせに、手は慌てたようにゴムをビニール袋から漁っている。取り出したゴムを、と思ったら、敦也の細長い指が伸びてきて、もう片方の手が亀頭を掌で包み揉んで余計に昂ぶらせる。

「っつ、敦也」

「すご……」

　ぶわりと滲む先走りもコンドームで覆われた。

「あ、曽根、さんの、大きっいい、んンンっ！　あっ！」

　クプリと咥え込ませた瞬間、甲高く啼きそうになった敦也は咄嗟に唇を手の甲で覆い隠した。

「は、ぁ……」

　俺は、つい感嘆の溜め息が零れるほど、中から与えられる快楽に引きずられていく。

「あ、ふっンンンっん、ん」

　ぬかるんで、亀頭のくびれにすら吸い付くような、敦也の体内を夢中になって味わう。腰を掴んで、引き寄せて、ゆっくりと奥まで切先を押し込んだら、今度はズルズルと竿部分を外に露出して、粘膜が甘える感覚に浸った。

「ぅ、ふ……ん、ンくっ」

　くちゅり、くちゅりと響く繋がりの音に下半身の熱は昂ぶるばかりだ。

「……ん、曽根、さんっ」

　名前を呼ばれ、顔を上げたら、心臓が止まるかと思った。快楽に染まった瞳を濡らして、伏せた睫毛が色っぽい。手の甲が邪魔をして見えないけれど、その唇からどうしても漏れてしまう、遠慮がちな喘ぎは切なくなるほど甘ったるい。

　じっと見つめると耐え切れなくなったように敦也がふいっと視線をズラす。ヒーローショーの時には真っ直ぐ前を向く視線が、ふいに俯いて、快楽にやんわりと瞼を閉じてしまう。そして、食べてくださいと言わんばかりに晒されたうなじが本当に色っぽくて、自然と唇を寄せて、肌を啄ばんだ。

「あぁぁ、あ、ん、ヤダ、曽根、さんっ」

　浅い挿入で入り口ばかりを攻められながら、うなじを舐められて、ピチャピチャと濡れた音が耳元で聞こえるんだろう。敦也がたまらないと呟いて、自分から腰を揺らめかせ始めた。

「さきっぽ……ん、ぁ、それ」

　クプクプと甘く浅く与えられる快楽に敦也の肌が火照る。

「敦也……」

「あっ！　んんんんんっ！」

　腰を掴んで力を込めた瞬間、グンと一番奥までペニスで刺し貫く。

「敏感すぎだ……」

　敦也の乳首にもかかるほど、勢い良く飛び散る精液。深く一突きされて、また達した敦也は、はぁ、はぁと息を乱しながら俺の首に指を添わせた。

　肉襞に全部を飲み込まれそう。達した直後の際どい収縮に、腰が焦れて仕方がない。もっと奥まで突き入れさせてと、滾った雄の本能そのままに腰を打ち鳴らす。

「あ、あぁ、ヒぁ……ん、ふっ」

　今すぐにでも達しそうな快楽の中で、蜜だらけの粘膜を擦って、愛撫して、犯した。ぐちゅ、ずちゅ、と響く蜜音と同時に、敦也の熱く甘い声が手の甲で抑えても聞こえてくる。

　ひどく卑猥で、ひどく淫らで、そして可愛いと思った。

「あ、あぁぁぁっ！　扱かないでっ声、我慢できなっ」

「肩、噛めよ」

「や、ぁ」

　壮絶な快楽に混乱して、背中を丸める敦也の耳元へ荒く熱っぽい呼吸を送り込みながら、さっき達した時の飛沫で濡れる乳首を捉えてやった。

「あ、あ、あ、曽根さんっそれ、ホント、に、俺っ」

「すげぇ、最高に気持ちイイ」

「あぁぁぁ、んんんんっ」

　腰を狂おしく進めながら、パン、パンという渇いた音が湿り気を帯びて、もっと派手に響く。乳首を摘んで、少し強くいじめてやって、敦也の快感でびしょ濡れになったペニスを、卑猥な音を立て泡立つほどに扱いて、扱いて、そして中を深く奥まで突き上げた。

「ぁ、ぁ、また、曽根さんっまた、来るっ」

「っつ、俺も」

「あ、あ、あ、ん――――っ！」

　コンドームが溶けそうなほど熱く交わって、腰を互いに振りたくって、部屋の中がセックスの熱が充満するのもかまわずに絡まり合う。

　魚が跳ねるように、敦也が極まったと同時に、コンドームに包まれたペニスも勢い良く射精する。

「あ、ぁ……ん」

　数回に分けて吐き出す熱と、自然と奥へ届けようとする腰使いに、敦也は甘く掠れた啼き声を上げ、目を閉じた。

「曽根さん……」

　こいつに名前を呼ばれると無性にキスしたくなる。まだペニスを中に根元まで突き入れた状態のまま、深く濃厚に唇を重ねながら、わざと胸板を合わせるようにすると、三度達した敦也の白濁がぬちゅりと卑猥な音を立てた。

「あ、やァん」

「スケベだな」

　そしてまた舌を口腔へと捻じ込みながら、数回、いたずらに奥をペニスで突き上げれば、怒ったような声で俺の名前を呼んでいた。　














５　居場所







　おっさんばかりが集う居酒屋に咲いた一輪の花――とか、くっさい台詞が頭の中につい浮かぶ。

「お前なぁ……」

　カウンターでひとりしんみり酒を飲むにはあまりに騒々しい居酒屋で、一杯のチューハイと、ホッケの干物なんて、まさにおっさんみたいな物を頼み、ずっと新作の台本を読み込んでいるイケメン俳優。

「だって、今日、十二時上がりじゃないですか」

「夕方からずっと少量のオーダーだけで、よく居座れるな」

「アハハ……ダメ、ですか？」

　笑ってんじゃねぇよ。敦也はふてぶてしいんだか、繊細なんだか。伺うように覗き込みやがって、人がその仕草に弱いのをわかってやっているんだから、タチが悪い。

「ダメじゃねぇよ。ただつまんねぇだろうが」

　その視線に煽られそうになって、思わず、敦也の頭を撫でて視線を強引に逸らさせる。

　ダメじゃないが、どんだけこの場に自分が浮いているのか、わかってないんだろ？　サラリーマンが客のほとんどだが、ちらほらとＯＬだっている。女にしてみれば、こんな男がひとりで酒を飲んでりゃ、視線はどうしたって向くだろうが。

「それじゃあ、俺、もうひとつ、冷奴」

「てめぇ、いくつ豆腐食う気だよ」

「おぼろのほうで」

「……」

　女が向ける視線を邪魔だと思う自分がいた。そしておっさんがこいつに話しかけたところで、女への牽制になんてなりもしないんだろうが、それでもこんなふうに視線っていう矢印を跳ね除けようとしている。

「わかったよ。今、持ってきてやる」

　こいつが笑うだけで、一瞬、雑多なこの場が華やぐと思う俺は相当きてんだろうな。

　敦也は毎晩うちに泊まっていた。自分の部屋にも戻ってはいるみたいだが、日増しに、あの狭い部屋に敦也のものが増えていく。そしてそれを窮屈にも、邪魔にも感じていない。

　住まいも、仕事も、こいつのプロフィールを俺は知らない。そして尋ねてもいない。住所は桂木に訊けばわかるだろう。まぁ、訊けば、質問に質問で返されて、どうして急に親密になったと詰め寄られるのがオチだが。身元不明の怪しい男だとは思っていない。仕事は……しているんだか、いないんだか、こんなふうに居酒屋に居座れるくらいの暇があるらしい。忙しいという理由で劇団の飲み会を断り続けていたくせに。

　ヒモ？　とも思ったが、俺に金をせびる様子もない。その気配がするなら、俺だって部屋に居付くことを許しはしないだろ。それに、金をせびられたところで、どんなにひねり出しても、余った金がないのは見てわかるはずだ。逆に敦也が飯を作って待っていてくれることさえある。

　劇団から支払われる給料が、花形俳優であるこいつだけ、べらぼうに高い、とかなんだろうか。でもうちの劇団にも、俺同様、そんな余分はないだろうに。

「ほら、冷奴」

「……おぼろじゃないですけど？」

「サービスだ」

　おぼろじゃない、普通の冷奴だが、敦也は嬉しそうに顔を綻ばせ、「ラッキー」と呟いている。

「曽根さん？」

「なんでもねぇよ。あともう少しだから、おとなしく待ってろ」

　素直に頷くのを確かめている。

　こいつのことを知らない。何も知らないけれど、その知らない部分を知る必要があるのか？　と思っている自分がいた。マズい感情、まだこれを明確にするのは避けているが、住所も職業も、俺自身があまり気にしていないから困るんだ。そんなの関係ないだろっ！　なんて、青春映画みたいな台詞をこのバカみたいな感情が口走りそうで、本当に困っている。




「あっ！　曽根さぁんっ！　俺、ぃくっ！　も、イくっゥ！」

　三度目以降のセックスでは、自分ゲイなんか？　と疑問に思うことすらもう諦めた。そしてコンドームも溶けそうなほど、熱は回を重ねるごとに高まって、今じゃ、ひとりでする時の妄想すら、敦也をおかずにするんだろう。

「すげぇ、びしょ濡れだな」

　でもオナニーする必要もないほど敦也としまくってる。

「ぁ、ぁ、ぁ、回して、挿れられるの、ダメ、んんっ」

　腰を捻じ込めば、ズチュリと甘く卑猥な音がした。その音に興奮が高まり、一気に昇りつめる。腰を力一杯掴んで、派手に打ち鳴らせば、敦也の粘膜も射精に向けてざわめき出す。

「っく」

「あ、あぁぁっ！　んん、イくっ！　も、イく…………っ！」

　汗が滴るほど激しいセックス。極まった直後、互いに最後まで余韻を味わいつくそうと、荒い息だけを部屋に響かせながら抱き合っていた。




「明日のオフはどうすんだ？」

　まるでデートにでも誘うような台詞だ。

「え？」

　俺の横にぴったりと寄り添うように眠る敦也は、驚いたように顔を上げ、こっちを薄暗い中でじっと覗き込んでいる。好きって言葉のない関係。酔い潰れたところを襲われたまま、流れに任せて、こんな感じになってはいるが、男ふたりで毎晩抱き合って寝てりゃ、それなりの繋がりがあると思ってもいいだろ。セフレ、なんて上等なもんをもったことはないが、これがそのセフレの域を余裕で飛び越えていることくらいはわかる。

「どっか出かけるか？」

　セフレとのセックスがあんなに甘ったるいわけがない。熱くて、おかしくなりそうなほどの快楽、あの激しさはセフレにはないものだ。

　男同士、っていうのはたしかに色々問題ありだとは思うが。

　この歳になって結婚願望があるわけでもない。親だってもうすでに諦めている。それなら、今、想う相手と付き合っていくのも良いんじゃないだろうか、と考えていた。

「お前もフリーならの話だが」

　こんな狭い部屋じゃベッドをでかいものに買い替えるのは無理だ。それにそんな金もない。ただ、もう一枚、安い布団くらい買ってもいいんじゃないかと思ったんだ。毎晩、こんなふうに窮屈な中で抱き合って眠るのがいやなんじゃなく、ただ、この部屋がこいつの居場所でもあるとすぐにわかるシンボルみたいなもん。敦也の寝床を作ってやるみたいな。

「あ……すみません。俺、明日はちょっと用が」

「あーそっか、仕事か？」

「は、い」

　どんな仕事してんだ？　と、訊けなかった。タイミングが掴めないってことにしたいが、本当は、敦也が訊いて欲しくなさそうに言葉を濁らせたから、食い下がれなかった。

「でも、そのあと、俺、またここに来ても」

「何、食いてぇ？」

「え？」

「夕飯、俺が作っておいてやる」

　なし崩しで、はっきりなんてしていない関係。

「ぉ、俺、そしたら」

「おう」

「冷奴以外がいいです」

　でも、これで充分だと思える。こんな薄暗い中でもわかるくらいに、こいつが嬉しそうに顔を赤くしたから、それだけで、もうこの関係がどうだとか考えなくていい気がした。

「あと、これ」

　ベッドを抜け出して、小さな引き出しの所へ行き、そして、また敦也が待っている布団の中へと戻っていく。ちょうど俺ひとり分のところに、さっきと同じように納まると、なんともいえない安心感がある。

「合鍵」

　手渡すんじゃなく、敦也の頭の上あたりにポンと無造作に置いた。

「え？」

「今回は、俺のほうが帰り早いかもしんねぇけど。そうじゃない時もあんだろ」

　これがあれば居酒屋で時間を潰さなくてもいい。女のチラチラと伺うような視線から、こいつを隠すなんて手間もなくなる。

「あの」

「スペアだ、スペア。持っとけ」

「……」

　もぞもぞと動いて、頭上に手を伸ばし、それを自分の懐に持ってきて、じっと見つめている。

「すげ、嬉しいです」

　そう言った声が少し震えていて、薄暗い中でもわかるほど、目も潤んでたりするから、なんか、ぶっきらぼうに「あっそ」なんて言いながら、目が合わないように布団ごと抱き締めて寝たふりをした。




　すげぇ、夢見がよかったのに。

「……」

　朝、起きると敦也はおらず、思わずあいつの持ち込んだ荷物があるかどうか探してしまった。

「ったく、朝から仕事なら、そういえよ」

　どんな仕事かも知らないのにな。

　敦也の服も歯ブラシも、愛用しているマグカップも、そのまま部屋に残っているのを確認した瞬間、ホッと安心していた。

　昨夜、薄暗い中でもあいつは笑っているように見えたが、それは気のせいで、本当は違う表情だったんじゃないのか？　セックスだけで始まった関係。いや、どこからどう始まったかもわからないような、全てがぼんやりとした繋がり。実際、あいつのプライベートは一切わからない。稽古して、ヒーローショーして、俺のバイト先に押しかけてくる。でもそれ以外の時間は何をしているのか全く知らない。

　セフレ、じゃない。恋人同士、かもわからない。

　そんな状況だったから。だから、こんなふうに起きた時からいないと、どこへあいつが行ってしまったのか、全くけけんとうがつかないことに今更気がついた。

　ベッドの中で話していた時点では、朝一で出かけることがわかっていたんだろうか。それなら、そう一言言えばいいのに。

　それとも、やっぱりセフレで、あいつはその気になった年甲斐もない俺を……。

「……」

　そこで、手が止まった。

　鏡を見れば、敦也のような輝きなんて一切ないただのオヤジがいる。そもそもあいつが俺みたいなのに、本気になるもんだろうか。しがないオヤジとセックスしてただけ、なんじゃないのか？

　元々、あいつはうちの劇団に馴染めていなかった。けど、それは、馴染むことを拒否していたんじゃないのか？　モデルの仕事を干されたと言っていた。それで仕方なく、こんな小規模な場所で続けるしかなくて。

「あーっくそっ」

　なんだ、このネガティブ思考は。

　別に朝、俺を起こさずに出ていったくらいで、こんなに嫌なことばかり想像しなくてもいいだろうに。アホか、俺は。

「ったく」

　いや、バカなのは、大昔からか。

　この歳で男相手に、色々思い悩むバカな男なんだ、俺は。そして、諦めたほうがいいのに、いまだに演技することをやめられない、未練ったらしい男なんだ。




　あいつの連絡先なら訊いていた。というか、あいつのほうから言ってきた。だから、俺には敦也に電話をする権利があるはずだ。

　でも、何も連絡しなかった。

　どこにいる？　今、何してる？　何時に帰ってくる？

　どこの嫁だ。アホくせぇ。帰ってくると敦也は言っていたんだから、そうなんだろうが。冷奴以外の飯を用意して待っていればいいだけ。

　そして、あいつが、敦也が帰ってきたら、訊いてみようかと思った。

　仕事のことも、この、まだぼやけたままの関係性についても。

　それこそ嫁気取りみたいで気色悪いかもしれないが、そこがはっきりすれば、朝一で感じた物悲しさはもう消えうせる。

「さて、と」

　本当に嫁のように、敦也がいない間に部屋を掃除して、買い物まで終えて、さぁ、次は夕飯の支度を、と思い、腰を上げた時だった。

　ガタンッ！

　玄関の扉を叩くような、何かが投げ付けられるような音。いきなりの騒音に驚いて、そして慌てて駆け寄り、覗き穴から向こうを伺う。

　でもそこには何もない。

「いたずら、か……？」

　音のせいなのか、妙にざわつく。

「……」

　あれみたいだ。ホラー映画。おそるおそるドアノブに触れて、そして開けた瞬間――

「敦也！」

　飛び込んで来たものは化け物でも幽霊でもなく、顔にひどい怪我をした敦也だった。

「おい！　敦也っ！」

「……ごめん、曽根さん、俺、鍵なくしちゃって」

――すげ、嬉しいです。

　そう言って、はにかんだ笑顔を思い出した。俺はろくな返事をしなくて、でも敦也は嬉しそうで。あの時に言えばよかっただろ。

　好きだ。

　そう告白するタイミングはたくさんあったんじゃないのか？

「な、お前、どうして、こんな。とにかく、早く中へ」

　鍵をなくして、それでも叩いたドア。血と一緒に頬を濡らしているのは涙だ。俺がくだらないことで悩んでいる間に、敦也をこんなふうに泣かせる何かが起きていた。




「転んだ、とか言い訳したら怒るからな」

　傷は全て顔にだけ。明らかに誰かが意図して、この綺麗な顔だけを傷付けた。こいつが俳優だっていうことを知っていて、顔だけ集中的に殴りやがった。

「誰にやられた？」

　これは犯罪だ。喧嘩両成敗、なんかじゃない。敦也の拳には傷ひとつ付いていない。一方的に殴られたんだ。

「……」

　ギリギリと内臓がよじれる。

「こんな顔じゃ、明日のヒーローショーダメですね。団長怒るかな」

「おいっ！　てめぇ！　今、明日のことなんて話してないだろうが！」

　痛くて痛くて、吐きそうで、荒げた声が震えていた。

「……自業自得ですよ」

「あ？」

「俺、干されてたって言ったでしょ？」

　元モデルだった。どうしてこんな小劇団に来たんだと尋ねたら、そう笑いながら答えたっけ。

「干された理由、知りたいですか？」

　敦也の傷だらけで腫れた顔を見ながら、ふと思った。こいつは俺に仕事の話をしなかったんじゃない。したくなかったんだ、と。

「俺、売春してたんです」

　まだ絆創膏を貼り終わっていない。泥にまみれた傷口をタオルで拭って、消毒をしている最中だ。そんな血が滲んだ頬を大粒の涙がポロリと伝い落ちる。

　落ちて、敦也の手が薄い血色をした涙で濡れる。

「あー、正確には売春じゃないのかな。あ、でもそれで住む場所とか提供してもらってたし、生活費も工面してもらったりだから、正確に言うのなら、やっぱり売春？　アハハ、わかんないや。頭ん中がぐちゃぐちゃで……最低すぎて、ここに戻ってくる、つもり、なかった、のに」

　敦也は台詞に感情を乗せるのが上手い。たとえば「くそっ」、悔しさを表す言葉、ああいう短いのは簡単なようでいて難しい。その短い、瞬間的な言葉に、しっかり感情を乗せられる。そんな男がペラペラと棒読みで、自分のことを話している。もう後半は泣くのを堪えるせいで、声が震えて、この小さい部屋で、この距離だからかろうじて聞き取れるだけ。

「貴方の夕飯、どうしても食べたくて、ここに来ちゃって。でも考えたら、こんな顔で会えるわけもなくて。で、鍵もなくて、あぁ、会っちゃダメなんだって、なのに、やっぱり」

　怖かっただろうな。男だって、これだけ殴られたら、恐怖だろ。

「っ！　曽根さん！　触らないで！　俺、汚れてるからっ！」

　腫れた頬に触れたら、ビクッと大きく跳ねて、ズルズルと下がる。

「本当に汚いんだ！　あんた、知らないからっ！　俺、言われれば股広げて、喘ぎまくって」

　敦也、そう名前を呼ぼうとした時、自分の内側から声がした。

――おい、待てよ。

　頬に触れている俺の指を無理にでも、敦也から引き離そうとする声。

「身体使って、すげぇ汚いんだ」

　敦也の言葉を聞いている俺がふたりいる気分。

――おい、売春だぞ？　売春。ば・い・しゅ・ん。

　あぁ、そう言っていたな。

――男が男相手に身体売ってたなんて、映画ん中みたいなゲスいことを、この目の前にいる綺麗な顔でやってのけてたんだぞ？

　だから、どうした。

――普通に考えてみろ、気色悪いだろうが。

　別にそれを気色悪いと思うんだったら、俺も同類だ。敦也ともう何回セックスしたんだよ。

――そうだよ！　そこだ！　一回目！　人が酔っ払って寝ているところを襲うんだぞ？　こんな綺麗な顔して、色情狂ってやつだ。ゲイ同士ならまだしも、俺は全然違うだろうが。そんな俺を無視したんだぞ？　セックスだけがしたいに決まってるだろ。だから売春だって。

「でも、泣いてる……」

　今、こいつは泣いてるだろ。

「曽根さん、お願いだから、触らないで」

　色情狂だとしても、セックスだけが目的だとしても、今、たしかに敦也は悲しんでいる。

　一粒だけなら血が滲んでいたのに。後から後から溢れて、もう血が滲むのさえ追っつかなくて、敦也の手が透明で綺麗な涙に濡れていく。

　その時、こんな場面で芝居じゃ絶対に有り得ないタイミングで電話がかかってきた。無視、しようと思ったのに、数回鳴った後、切れて、そしてまた電話が鳴る。スマホの電源オフにしときゃよかった、と思いながら、舌打ちして、画面を覗くと、桂木からだった。

「悪い。桂木からだ。出るぞ」

　桂木から電話がくるなんてほぼない。よっぽど緊急でなければ、稽古場や営業でしょっちゅう顔を突き合わせているんだ。口頭で済む。だから電話に出ないとならない、そうわかっていても、あまりに悪いタイミングだから、声が不機嫌極まりなくなる。

『悪いな。他にも連絡しなきゃならんから手短に』

「ああ」

『明日の公演、キャンセルになった』

「なんかあったのか？」

　別に、と言ってくれればいいものを。会場のほうがダブルブッキングしてたとか、色々、「わかった」程度で済む理由は山ほどあるだろうに。長年の腐れ縁だから、桂木は本当のことを話してしまう。

『敦也が売春してたって噂が耳に入ったらしい』

「……え？」

『向こうさんが、そういう噂のある俳優を使う劇団は、って断ってきたんだよ。親子向けなのに、ってな。それじゃあ、また詳しいことは後でな』

　そして電話はプチンと切れた。

――ほら、聞いたか？

　耳元で「常識」が俺に話しかけてくる。

――男のくせに、男相手に売春していたような奴、舞台に上がる資格なんてないだろ？　綺麗な顔。そりゃ綺麗だろうが！この顔で男を誘惑して、金せびってたんだから。

　でも俺はせびられていない。

――今はまだ早いって思っただけだろ。それより早く言え。

　何を？

――出て行ってくれ、そう一言、言え。

　なんで？

――なんでも何もない。こいつがいたら劇団はヒーローショーができないんだぞ？　お前、そんなことになったら、劇団潰れるのくらいわかるだろうが。

　劇団が潰れたら、そう考えながら、ふと顔を上げると、敦也は電話の内容がわかっていたようで、力なく笑うと、長い睫毛を伏せた。もうびしょ濡れな睫毛に思わず手が伸びる。

――触るな。そんな男。汚い。

　うるさい。

――売春だぞ？

　あぁ、それならさっき敦也本人からも、桂木からも聞いたさ。

「曽根さん、俺、もう、ここには」

「好きだ」

　伏せていた睫毛をハッと見開く。と、ほぼ同時に、透明な涙がポトリと落ちた。

「な、何、言ってるんですか。俺、今、何、言ったのか聞いてませんでした？　えっと、じゃなくて、今、曽根さん、自分が何、言ってるかわかってます？」

「あぁ、わかってる。敦也が好きだって言ったんだ」

「だから！　俺、今、売春って！」

――そうだ！　俺ひとりだけじゃないんだぞ？　こいつを抱いたのは！

　うるせぇよ。

――おい！

　常識なら、最初から持ち合わせてねぇよ。

――おいっ！

　こんな歳になってもまだ居酒屋のバイトだぞ？　芝居してます、俳優してますって、着ぐるみだぞ？　しかもそれだけじゃ食っていけないような、そんなどうしようもない男なんだ。

　酔いつぶれて、気が付いたら、自分んとこの劇団のイケメン俳優が腰振ってて、それに怒るどころか、その細腰掴んで、自分から突き上げて、悦がらせてんだ。常識ないのは俺だって同じだろうが。

「知らねぇよ」

「曽根さんっ！」

「俺は敦也が好きだ」
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　だからセックスした。抱き合って眠って、飯作って、一緒に食って、一緒に笑って、そしてまたセックスした。たったそれだけのことだ。

「もっと早くに言えばよかったな」

「ダメですって」

「なら、ここに来んなよ」

　その一言に敦也の肩が大きく揺れる。

「俺を好きだから、ここに戻ってきたんだろうが」

　合鍵をぶん殴られている間にどこかになくしたんだろ。それをこいつは、もう立ち入るなと「常識」に忠告されたような気がしたんだ。そしてあそこでうなだれて泣いていた。どこにも行きたくない、ここに入りたいと泣いていた。

「敦也、お前が好きだ」

　こんな短い言葉、タイミングなんて必要ないくらいに一瞬で言い終わる言葉だったのに。もっと早く言えばよかったと、後悔するなんてな。この歳になってもまだ、そんなこともわからないような男なんだ。

　敦也はダメだと小さく震えながら呟いて首を横に振っている。その頬にまた触れようと手を伸ばせば、腕を出して、邪魔をしようとする。

「曽根さん、ごめんなさいっ、俺っ」

　ごめんってなんだ、てめぇ。そんな言葉は今、一番聞きたくねぇよ。

「止められなかった。自分がこんななの、隠して、嫌われるのわかってたから。なのに誤魔化して、入り込んで、居座って」

　言いながらポタポタと涙が零れる、その後ろにはすでに敦也のものが自分の居場所はここだと主張するように並んでいる。

「夢だって、わかってたのに」

「なぁ、敦也」

「ごめんなさい。何をしてでもあの時、俺は我慢するべきだったのに」

「なぁ、俺、怪獣だぞ？」

「……」

　胸いっぱい空気を吸い込む。

「夢も希望も、バクバク、バクバク、全部、この俺様が食べてやる！」

　いきなり張り上げた声に、涙が止まった。

「だから夢も、お前がずっと見てた悪夢も全部食ってやる」

「……」

「それで、これが現実だ」

　傷だらけの頬を両手で包み込む。ほぅ、と嗚咽ばかりを溢れさせていた敦也の唇が、温かさを持った息を吐き、そして唇に朱色が戻ってくる。

「ヒーローショーのことは気にすんな」

「でも」

「桂木に任せておけ」

「……」

「家は、まぁ、狭いけど、ここに住めばいいだろ」

　眉をひそめるから、どこか痛いのかと心配になるだろうが。覗き込めば、微かに首を縦でも横でもなく、絶妙な角度に振って、こっちを覗き込んでくる。

「あれだ。昨日の晩、寝る時、今日のオフどこか行かないかって話したろ？　あれ、布団、買わないか？　って訊こうと思ってた」

「……」

「お前の布団だよ」

　早く言えばよかったよ。好きだと、告げただけで、こんなに無性に敦也を抱き締めたくなるほど、愛しく感じるんだったら。

「でも、敦也、ひとつだけ」

「？」

「その顔、やめろ。か、か、か」

　そんなことを言われて喜ぶ男なんていないだろ。でも、こんなことを言いよどむオヤジだって、そうはいない。

　可愛いから。小さく、微かに苦情を申し立てると、見開いた瞳を細めて微笑んでいた。濡れた睫毛が絶妙に艶っぽく、そして綺麗だった。

「それじゃあ、俺からもひとつだけ」

「なんだよ」

「布団、ひとつでいいです」

　いっくらこいつの顔が整っているからって、男相手に綺麗、可愛いと連発で思う俺は、かなりきてるな。

「貴方と一緒に寝たい」

　こいつの言っている、寝たい、はシンプルに睡眠って意味なのに、俺の下半身はまったく違う、セックスの意味だと捉えて、ひとり勝手に滾りだす。本当に呆れるくらいのバカムスコだ。バカすぎて笑うと、敦也がふわりと微笑むから、つい目を奪われて、しばしの間、男ふたりが部屋で見つめ合うというおかしなシチュエーションになる。

「あ、それともうひとつ、バクバク怪獣の台詞はギャ、と、オ、だけですよ」

　知ってる、そう囁くと、部屋には甘ったるく穏やかな笑い声が響いていた。













６　可愛がってやる




　同じ男の裸なのに、どうしてこうも、敦也だと興奮するんだろうか。

「あ、ぁ、ンン、曽根、さンっ」

「声、我慢すんなよ」

「だって、そんなのっ」

「いないだろ。平日の夕方だぞ、普通は仕事してる時間だ」

　実際はいてもいなくても関係ない。隣に聞こえていようがかまわない。敦也が好きなだけ思うままに喘ぐのが聞きたい。

　ひん剥いた背中はすでに快楽でうっすらと汗ばんでいて、触れると吸い付くような、なんともいえない感触で中毒性がある。その背骨をツーッと舌でなぞってから、尾てい骨の辺りを甘噛みしてやると、くいっとケツを突き出すようにして、背中を色っぽく反らせながら、天井に甘い溜め息を吐き出す。

「あ、あぁ……気持ちイイ、曽根さんの舌」

　天井を仰ぐ敦也の斜め後ろからの表情が、窓から差し込む光で照らされて、明るく、そして息を呑むほど魅力的に輝く。

「敦也、こっち向けよ」

「や、だ」

「おい」

　フルフルと首を横に強く振っている。今更、男を抱くことに俺が抵抗を感じるかもとか思ってんじゃねぇだろうな。もしくは今までしてきた売春とか、そんなのを気にするとか、くだらないことをまだ心配してんのか？

　どっちも不要な心配なんだと、少し強引に敦也の肩を掴みこっちへと振り向かせたら、すぐさま顔を伏せて、睫毛も唇も何もかも見えないように隠してしまう。

「敦也」

「やだ、見ないで」

「敦也っ」

「俺、今、顔、傷だらけで、ひどい有様だ」

　心配していたのは、抵抗云々とかよりも、もっと拙い悩み。腫れて、血の滲んだ口元、それにたくさんの傷、いつもよりも見劣りする自分の外見を気にしていた。

「アホか、お前」

「……」

「お前の綺麗な顔も好きだが」

　本人はその傷だらけになった顔のことばかりを気にして、肝心な、裸のほうまで気が回らないらしい。

「他にも好きなとこはいくらでもあるから、顔の傷くらい気にすんな」

　腰を掴み引き寄せて、脚を掌で開き、自分の身体を挟ませ、閉じないように邪魔をして、ようやく、顔もそうだが、全てを俺へ晒していることに本人が気付いた。

「痛かっただろ」

「っ」

　今さっきまでの過去も気にすることなんてない。

「それと、俺以外としたセックスのことなんて、もう忘れろ。っつうか、もう忘れさせてやるから、それも気にすることはねぇよ」

「……」

　たしかにお前にセックスを教え込んだのは俺じゃない。こいつとセックスをした男は俺だけじゃない。でも、俺はお前とだけだ。男同士のセックスを覚えたのも、この繋がりがどんだけ甘くて、やらしくて、最高なのかも、全部、お前とだけ覚えたことだ。

「たっぷり可愛がってやるから」

　お前とだけ、お前専用で覚えたセックスなんだから、代用がきく売春セックスなんかじゃ、味わえないような、意識が飛ぶくらいに一番気持ち良いことができる。

　ニヤリと笑って、自分の指を敦也の前で、まるでフェラでもするようにしゃぶって見せると、明らかに俺を見て興奮しているのがわかった。




　狭く苦しいほどきつい孔の口。ローションならある。もう何度となく敦也とセックスしてれば、そういうアイテムはちゃんと部屋に備わっている。だが、今日はそれすら使わずに、俺と敦也だけで快楽を共有したかった。

「あ、あ、指、がァ、ン、入ってくる、ァ」

　ぬぷりと孔の口に唾液まみれの指が侵入する。

「すげ」

　何度味わっても、同じように感嘆の溜め息が零れる。熱く狭い敦也の体内。粘膜は指で押し広げると抵抗することなく、絡みつき、優しく全てを受け入れていく。

　ゆっくり、じっくり、押し広げ、指の動きを大胆なものへと変化させていけば、敦也の上げる嬌声も同じように派手なものになっていく。

「あ、あ、奥、んん」

　二本の指で摩擦して、熱を高めて、中も、前でそそり立つペニスも、全てを悩ましげなほど濡らす。

「あ、曽根さんのキス、欲しいっ」

「アホ、口ん中切れてるだろうが」

「あ、あァ、ン、だって」

　俺のキスが大好物な敦也は口の端を切っているのもかまわずに、抑えるなと言われた嬌声を素直に上げ、微かに唇を開き誘っている。

「他の場所ならいくらでもキスしてやるから」

「え？　あ、あァァァ」

　言葉どおりに、キスしたのは唇ではなく、うなじだった。吸い付いて、キスマークをつけ、そして、赤く残った痕を舌先でくすぐる。敦也の好きなキスを唇にしてやれないのなら、俺はそんなキスを全身に降らせればいいだけ。うなじ、鎖骨、肩、脇腹、そしてまたうなじへと愛撫はクルクルと場所を変えて、敦也を翻弄する。

「曽根さんっ、も、俺、このままじゃ」

「どこにキスして欲しい？」

「……」

　このセックスは売春じゃない。気持ち良くなっていい。ねだって、悦がって、我慢することなく好きなだけイっていい。

「敦也」

「……乳首、お願い、乳首を、あァァァっ」

　覆い被さり、舌先でツンと尖った先端を一度強く押し潰してから、口の中で転がすように、舐めて、歯を立てる。もう片方は指で優しくふんわりと摘み、焦れて、腰を浮かせたところで、きゅっと強く抓ってやる。

「あ、ダメ、はァ、あ、ァ」　

　胸元で響く水音と、たまに肌を駆け抜ける電気に感電したような痛み。そして残るキスマーク。ピンク色をした乳首を更に彩るように、唇の痕を胸板いっぱいにバラまいた。

　少し視線を下へ移せば、そこには先走りが滴り落ちるほど垂れ流しになっている、敏感で快楽に素直なペニスがあった。

「曽根、さァ……ン」

　甘い甘い、敦也の声。そして、綺麗で妖しい身体。真っ赤でやらしい、孔。そこを舌先でなぞってみせた。

「いくらでもキスしてやる」

「あ、あぁ……ぁ、あ、そん、な」

　大胆に全てが曝け出されてしまった敦也は耳まで真っ赤にしながら、秘密の場所を手で覆い隠そうとする。

「曽根、さ……ん」

　その手に恋人っぽい濃密さで指先を絡ませて、敦也の長く細い指を自身の乳首へと触れさせた。乳首を指先で細かく弾いて、もっと尖らせれば、感覚が直結しているかのように、唾液まみれになっていく孔の口がヒクつく。すぐ目の前でしっかりと快感に膨らんだ茎もそそり立って泣いていた。

「あ、ダメェ、こ、んんっな、ァ」

　俺のするキスが好きだとトロンとした顔でいつも囁いていた。こんなスケベな身体をした敦也は、そのぷるんと柔らかな唇さえも性感帯だから、舌先でくすぐるだけでも感じまくる。

　それと同じ、甘くてやらしいキスがその肌をくまなく覆い尽くす。

「曽根っ、さんの、ヒゲ当たって、あぁっ」

　敦也が背中を反らせて、たまらなそうに顔を歪めた。

「痛いか？」

「気持ちイ、たまんない」

　こんな些細な感触にさえ小刻みに震えるほど敏感に悦がるこいつが健気で、苦笑いが零れるくらいに可愛くて仕方がない。溶けるくらいに甘やかしてやりたい。

　孔の口を充分潤ませてから、ツーッと舌先は皮膚の薄い内太腿を愛撫し、時折、痛みすら与えていく。歯を立てられて、唇が音を立てるほど強く吸えば、赤い斑点がそこかしこに散らばった。そしてひとつ、ひとつ、その花弁のような模様が、肌を彩り、敦也の乳首は更に尖って、鈴口からは透明で甘い蜜がしたたり落ちる。

「曽根さんっ！　曽根、さっん！」

　唇で吸われ、舌先でくすぐる、それだけなのに敦也の感度はどんどん高まって、それは触れる体温と、目尻から溢れ流れそうな涙で見てわかるほど。

「全身、キス、されてるっ、みた、い……ァはっ」

　その言葉どおり、敦也の身体でキスされていないところはもうない。

「あ、嘘、そんな、とこ、感じちゃっ、あぁっ」

　足の指だって、どこだって、全部、俺の舌で拭ってやる。

　ひっくり返されて、背骨にそって舌が降りて、尾てい骨にもキスの音。肌を震わせる敦也のペニスは限界なほど張り詰めていて、今すぐにでも射精しそうだ。

「あ、あァァっ……曽根、さんっ意地悪、だっ！」

　でも気持ち良さそうな顔してんだろうが。ペニスの根元を指で作ったリングで堰き止められて、せり上がってくるのは快楽だけ。射精することは許されないまま、肌の隅々まで愛され続ける。

「あ、あ、あっおかしくなっちゃうよっ！　俺、ね、ェっ！　曽根さんっ」

　もうじっくり指で慣らされた孔の口と粘膜、火照って汗がにじむほど煽られ続けたのに、まだ熱を弾かせることはできなくて、敦也が、気が狂いそうだと懇願している。

「敦也」

「あ、ひゃあぁっ！　お願い、も、イきたいよっ、おねが、曽根さんっ」

「イきたいなら、言え」

「え？　あ、ぁぁ！　ダメ、乳首、抓らないで！」

「好きって言え」

　まだ一度も聞いてねぇぞ。こんだけ、好き好きって全身で言っているくせに、その口からは一度だって聞いていねぇ。

「曽根、さん」

「ほら、言えよ。そしたら、いくらでもイかせてやる」

　ペニスをきつく指で締めながら、自分自身のバカムスコを充分トロけた孔の口へと触れさせる。そしてグリグリと切先を寸前まで押し込みながら、もう片方の手であのスケベ色をした乳首を捉えた。

「あ、ひゃぁぁぁ！　あ、曽根さんっも、ォ」

「言え、これで、何度だって可愛がってやるから」

「あ、あ、お願い、曽根さんの、熱いのが、欲しっ」

「早く怪獣が食ってやるから……」

「あ、あ……」

　お前が美化するほど、俺みたいな男は綺麗なんかじゃない。それどころか、落とされて穢されているのは敦也、お前のほうだ。凛々しくて、真っ直ぐで、大輪の花のように甘くて美しい男は、怪獣にその全身を愛撫されて、ごちそうとして食われるんだから。

「ほら、言えよ」

「あ、曽根さん……のことが……」

「俺はお前が好きだよ」

　その言葉に涙が零す綺麗な男。

「俺もォ……曽根さんのこと、好き、好き……すごく」

――好き

　そう呟く泣き声は、どんな楽器が奏でる音よりも透明で可憐だった。

「あ、あぁぁ…………っ！」

　唾液まみれでもきつく締め付ける孔、ヌルヌルにぬかるんだ粘膜、一気に敦也の身体をペニスで刺し貫いた瞬間、締め付けていた指の輪を外し、腰を強く引き寄せた。強靭な杭を自らも迎え入れるような形になった敦也は、そのまま堰き止めていた精液を弾かせ昇りつめる。

　息すらできず、声も消えてしまうほど、壮絶な快感に全身をもっていかれて。

「あ、あ、ひゃ、ぁ……ン、あ、ダメ、ぁ」

　達している最中、突き上げられて、もっと高みへと昇っていく。

「曽根さん、のこと、好き、だった。ずっと、ずっと……好き」

「あぁ」

「好き、だったんだ」

　まるで熱に浮かされて無意識に溢れた言葉。敦也はそれしか知らないように、何度も、何度も囁きながら、甘くて白い蜜をトロトロ垂れ流す。

「曽根さんが、好きィ……」

　すがり付こうとする敦中から一旦抜け出るだけ。それでも、世界の誰よりも悲しそうな顔をして、そして、抱き合いながら、また貫かれると、蕩けるほど嬉しそうな顔をする。

「すげ、ヌルヌルだぞ、敦也ん中」

「あ、ン、気持ち、イイよォ……俺、も、壊れ、る」

　抱き合って、肌を隙間なく密着させ、俺の上に跨りながら、激しく腰をくねらせて、腹の狭間で自身のペニスを刺激している。

「スケベ……」

「あ、あ、大きくなった、ァ……また、ィっちゃう」

　傷だらけだろうが、なんだろうが、こいつは誰より綺麗で、俺こそ……。

「また、イっく！」

　何度目なのか、その境目すらないほど、ずっと昇りつめたままの敦也を力一杯抱き締めて、下から何度も腰を突き上げ、奥を、もっと奥をと切先を捻じ込む。

「中で、イっても、いいか？」

「ん、欲しい、曽根さんの、中に出して、お願っ」

　言葉が続かないほど突き上げて、激しく敦也の粘膜を犯した。扱くようにしゃぶりつく狭い肉壁の感触に、こめかみへ痛みが走るほど、興奮が昂ぶる。

「っ、敦也！」

「あ、も、奥、もっと激しくして、たくさん、曽根さんの、で」

　抱き合ったまま倒れ込んで、腰を振りたくって、ぬちゅぬちゅと肌同士の狭間で敦也のペニスを扱く。もうドロドロだ。絡まり合って、溶けそうなほど互いが互いに夢中で。

「好きっ！　曽根さん、が、ァっ好きィっ！」

　どれだけ今、淫らな姿を晒しているかなんて、もうわからない。狭いこの部屋が熱気で満ちているのもかまわず、求めることしかできない。

「あ、あっン！　あ、ン！　俺、もォ」

「敦也」

「イくっ！　も、また、あァァっ！　イくっぅ……っ！」

　蜜まみれの肌にまた白濁を弾かせた瞬間、ドクッと目の前が真っ白になるほど、敦也の中で達した。

「……すげ」

「あ、あ、溢れちゃう、よ……曽根さんの、いっぱいきて、る……」

　脳みそが溶けそうな甘美な射精感。腰が自然と大きく揺れて、二度、三度と、奥へ精液を飲み込ませる。最後の一滴まで敦也の熱い粘膜に搾り取られる快感に、息をするのも忘れるほど。

「はぁ……敦也、大丈夫か？」

「！」

　余韻に浸りながら、悩ましげな表情をされて、慌てて敦也の額に触れる。頬には傷があるから、指で触れるわけにはいかない。感情任せで抱いたが、ボコられた直後は普通セックスしねぇだろ。いろんな、理性みたいなもんが一気に込み上げて、今、セックスの熱と一緒に思考が落ち着けば、バカムスコ以上に自分がバカだと呆れる。

「曽根さんの、そういうの困るんですよ」

「悪かったな。ちょっと待て、今、抜くから」

「あっ、ン、抜かないで……」

「あ？」

　身じろぐだけでぬちゃりと響く卑猥な音。

「曽根さん、優しいから、だから、俺、つい我慢できなくて」

　優しい？　俺が？　どこがだよ。顔を真っ赤にして恥じらう年下の男は、自分が今、壮絶にエロい姿をしているとわかってない。

「……」

「中でイってくれて、俺、すごく、嬉しいっ！　あっあァァァっん！」

「お前な……キュウキュウ締め付けながら、可愛いこと言うなよ」

「あ、あ、ダメ、ァン、そ、んなっ」

「止まんねぇだろうが」

　再び始まった律動、さっきよりも硬さが増した気がする、年甲斐のないバカムスコで、好きなだけ敦也を喘がせ、白濁まみれの肌をもっとやらしく、もっと穢れるくらいに、何度も、突き上げて、イかせてやる。

「好きィ……曽根さん、が好き」

「俺もだよ、敦也」

　甘すぎるセックスに胸焼けを通り越して、溺れるように、いつまででも敦也を抱き締めていた。




　あーあ、と溜め息を吐きたくなるほど、敦也の裸に散らばるキスマークの痕。顔の傷なんて、目に入らないほど、派手に身体の本当に隅々までを埋めつくす印に、つけた本人が恥ずかしくなる。

「これじゃ、俺、劇団の皆の前で着替えできないですね」

「あー……」

　セックスしましたと、誰がどう見てもわかるな、たしかに。

「あ、でも、俺がやってたことバレたから、イタッ！」

　抱き合って眠る直前、気持ち良くこのまま眠れるはずだったのを邪魔する敦也の発言に、無傷の頭をポカンと殴ってやった。

「バカ。だから、それは気にすんなって言っただろうが」

「でも」

「いいから！　お前はそんなの考えるよりも、他、心配しろ」

「？」

　きょとんとした顔がやたらと無防備で、裸のまま寝床に入っているこいつを組み敷いてしまいたい衝動が下半身を直撃した。

「お前、下っ端なんだから、裏方の手伝いもあったりでしんどいだろうが！」

　その、ケツとか腰とか、身体のほうが、と言いながらも、後半はごにょごにょと言いよどんでいく。その無理を強いている張本人がよく言えるな、と内心、自分ツッコミだ。

「平気です」

　綺麗な顔だな、敦也のことをそう思うことは多々あった。近くなればなるほど、可愛くて、抱き締めたくて仕方がなかった。

「こんな幸せなセックスしたら、俺、本当に、死にそうなくらい嬉しくて」

「バカ」

「……痛い」

　ぽかっと拳で頭を再び小突く。縁起でもねぇこと言うんじゃねぇ。どう考えたって、年下のお前のほうが長生きすんだろうが。お前が今までどんな道を歩んできたんだとしたって、俺よりも長生きに決まってるんだから。

「だって、本当にこんなに幸せになっていいのか、今でも信じられないんですよ」

「バカやろう」

「ゲイの俺には到底夢の世界だと思ってたんです」

　ヒーローに相応しい男が見せた、儚げな表情、たったそれだけで、今までどんな思いをしてきたのかがわかる。色々な人間に出会ってきた。こういう仕事をしてりゃ、それこそ、ただのサラリーマンやっているよりも、出会う人間は変わった奴が多い。

　こういう顔をする奴は、本当に切なくなるような、そんな思いばっかしてきていると、知っていた。

「男同士で恋愛なんて、おとぎ話でしたから」

　綺麗な顔、それこそ子どもの頃から。

　もてはやされて、クラスでも人気者で、いつだって向けられるのは笑顔だけ。でもそんな敦也はゲイだった。いくら女の子にモテたところで、恋にはならない。女を恋愛対象にはずっと見られなかった。

「でも見た目よかったから、男に告白しても、けっこう上手く、っていうか、軽蔑されたりってことはなかったんです」

　それを幸福だと思えたのは中学くらいまでだった。高校生になり、異性への興味が強くなればなるだけ、敦也はその代用品にされていく。

「告白して付き合って、でも絶対に女の子にもっていかれる。それの繰り返しで」

　ふと気が付いたんだ。自分はセックスの練習台でしかないって。

「セックスはしてくれるけど、それだけ。どんなに想っても尽くしても、結局は身体だけ」

　そんな恋愛にもならないことばかりを繰り返して、顔の綺麗さだけで金が稼げるモデルになった。

「けっこう業界にも同類が多くて、その流れでなったモデル業でもあったから。本気でやってくつもりなんてなくて、職務怠慢。それと、事務所にも男関係知られて。売れっ子モデルならまだしも、別に切ったところで、大打撃ってほどでもなかったんです」

　淡々と続く敦也の今までは、その抑揚のない台詞が逆に痛みを滲ませる響きを持っていた。

「まぁ、いいやって……」

　ブラブラして、どうしようかなとこれから先を考えることもしなかった。モデルをやめたら、今度は顔の露出がなくなったせいで、余計にパトロンには困らなくなった。股さえ開けば、なんでも買い与えられて、困ることがないせいか、いつの間にか感覚すら麻痺してた。

「そんな時、曽根さんのバクバク怪獣を見たんです」

「は？」

　突然、自分の名前が飛び出して、間抜けな声を出してしまった。

「夢も希望も食べてやる！　そんなナレーションと一緒に暴れまくる曽根さんの怪獣を見て、食べてもらいたくなったんです」

「……」

「だから、さっき、俺の悪夢を全部食ってやるって言われて、驚いたし、死にそうに、嬉し、かった」

　敦也はこみ上げて来るものを押さえ込むように、声を震わせ、俺の肩に額をぎゅっと当てる。

　セックスでしか求められない自分。セックス以外で満たしてもらえない恋心。敦也の切なくて抱き締めたくなるような、儚く拙い道のり。

「貴方にはそんなふうに触れちゃダメだったのに、酔っ払った貴方に肩を貸して、寄りかかってもらったら、すごく嬉しくなって」

「お前、それでセックスだけがっつりした俺に幻滅しなかったのかよ」

　俺は敦也が思っているほど、立派な男なんかじゃ全然ない。それどころか、そこら辺にいる一般成人男子のほうが、よっぽど人としてできているだろ。仕事も、自分の将来も、何もかもが中途半端な俺なんて、敦也が思い描くような立派なもんには到底――。

「優しかったから」

　なんて陳腐な台詞なんだろう。身体を繋げた後、優しかったから、ただそれだけで美化されても困るのに。

「それに曽根さんのイく時の顔がものすごく好きだったんです」

「プッ！」

　なんだそれ。そう思ってつい笑ってしまった。男同士、簡単で、質素で、飾り気のない感情。雄らしい本能に直結したようなそれ。

「お前さ」

「？」

「普通、ヒーローショー見て人生救われるなら、ヒーローに憧れろよ。悪役怪獣に嵌ってどうすんだ」

「だって」

　だって、怪獣の中に入っているのが、こんなオヤジで、渋くて、しかも触れてみたら、ものすごいスケベだなんて、嵌らないほうがおかしいでしょう？

　そう告白しているそっちのほうが、だろ。

　ヒーローがあんなに似合うくせに、セックス好きで、スケベで、それでいて、こんなに可愛いなんて、落ちないわけがないだろ。

　簡単すぎる恋の落ち方だ。呆れるくらいに馬鹿馬鹿しい始まり方だけれど、それでもこれから色々積み上げていくのも悪くないと思える。

「早く寝ろ」

「寝れないんです。嬉しすぎて」

「寝ないと夢の代わりに、お前を食うぞ」

　墓穴……なんだろうか。

　俺の言葉に敦也は表情を輝かせて、嬉しそうに目を大きく見開いた。その姿ははしゃぐ子どものようなのに、どこか色気がむせ返るほど溢れていて、思わずまたぎゅっと抱き締めていた。














７　俺のヒーロー




「なんだぁ？　その顔は」

　桂木の呆れた声が稽古場に響き渡った。

「すみません」

　稽古場に劇団の全員が呼ばれたのは、ドタキャンされてから三日後だった。桂木の顔色はすこぶる良好で、それを見ただけで、今回の敦也の一件が大問題にはならないとわかる。

　敦也と一緒に顔を出してすぐ、桂木にふたりで団長室へと呼ばれた。団長室といえば聞こえはいいが、ただの物置だ。なんの書類なんだか、紙切れがゴミ同然で部屋の隅には積みあがり、壁一面を覆う本棚は立派なもののはずなのに、資料になりそうな本やら大昔からの脚本やらが、隙間なく、詰め込まれていた。きっと最初のうちは綺麗に本のサイズごとに並べていたんだろう。そんな形跡がわずかばかり残っているが、こいつの性分からいって、きっちり整理整頓なんてできるわけがない。今は見るも無残な本棚へと変貌していた。まぁ、本棚以外もひどい部屋だが。きっと地震が来たら、こいつは確実に本と脚本に埋もれて死ねるだろう。本望だ、なんて言いそうな芝居バカだから別にいいが。

「んで、敦也の件だがな」

　そんな桂木が敦也のプライベートバリバリの問題を尋ねる、この場に俺を同席させた。一緒に顔を出したからってだけじゃない。こいつのことだ、なんとなく俺達のことに勘付いているんだろう。

「はい」

　敦也の返事が震えていた。

「俺、大勢パトロンがいました」

　けれど桂木に訊かれる前に自分から告白した。真っ直ぐに目の前にいる桂木を見つめて、背筋を伸ばし、正義のヒーローらしい背中だ。

「本当にダメな奴だったんです。でも、俺、そういうの全部、縁、切りました」

「はぁ……んで、その結果がその顔って、わけか？」

　ボリボリと頭を掻いている。

　俺も誰がどうして殴ったのかは知らない。それはこいつの問題だ。こいつがもう終わった話だと笑うのなら、俺はその笑顔を信じたい。

「ま、そういう噂はチラホラ聞いてたしな」

「え？」

「この業界、噂はけっこう色々飛び交う。用心して耳をそばだてれば、面白ネタだって入ってくるからな」

　食えない男だからな、桂木は。喉奥だけで笑いながら、大御所俳優が本当は丸ハゲで、ウン百万もするカツラを被っているのを知ってるか？　なんて、業界じゃトップシークレットな情報をいくつもネタとして持っている。

「ま、そういうことだ」

「あの、俺のクビは」

「はぁ？　んなもん、あるわけねぇだろうが！　お前がいたから、今回、営業取れたんだからな」

　その台詞を吐いた桂木自身はニヤリと笑い、敦也は飛び上がって喜びの声を上げる。

　敦也のヒーローショーはオープニングにはまばらな人だかりでしかなかったものを、最後、俺が転がってのたうちまわり打ち倒された頃には、大声援の渦巻く舞台へと作り変えることができる。俺は着ぐるみの中から、そんな場面を幾度となく目にしてきた。

　そんなヒーローがまた舞い戻ってくるとなれば、主催側だって歓迎してくれる。

「で、でも、俺の噂は」

「んなもん、美形ヒーローにぞっこんな主婦様には、煽り文句くらいにしかならねぇよ。妬みの多い業界だ、犯人が誰だか確定しなくたって、火のないところから立ち上った煙なんですって、ごり押しで俺が通せば、そうですか、で終わるんだよ」

　敦也がパトロンと縁を切った瞬間に流れた噂。それをバラ撒いたのは、元パトロンなのかもしれないし、もしかしたら、敦也に花形俳優、主役の座を奪われて、夢を諦めることになった男かもしれない。

　それを探したところでしょうがないだろ。それを敦也も桂木もわかっている。過去は消せない、なんて、古びた歌詞みたいだが、いつかは誰かにほじくりだされることだってある。それを悔やむよりも、受け入れて、糧にしていくしかないだろ。過去を踏まえて、認めてくれる人間は必ずいる。真っ直ぐに前を、上を向いて歩いていれば、必ず人は見ていてくれる。

「ほら、新しい脚本、あれの初お披露目はもう一週間後だぞ。早く稽古だ」

「……」

「レッドマグマがいないと、ガキの夢、全部、そこのおっさんが食っちまう」

「！」

　ずっと桂木と敦也の会話を聞いていた。俺は、ヒーローが本当に前を向いて、自分の過去にさえ立ち向かう、本物の、正真正銘のヒーローになった瞬間を見届けていた。ただ、この場に証人のように立っていた俺へと、敦也が振り返る。

「曽根、さん」

「ほら、いこうぜ。俺の相手役はやっぱりお前だろうが」

　恥ずかしくて、顔から火が吹き出ている気がする。それでも、敦也の瞳が眩しいほど輝くもんだから。

「敦也」

「……はい」

　手を伸ばして、俺の愛しいヒーローをエスコートした。

「ついに、ヒーローまで食ったんか」

　ボソッと溜め息混じりに呟く旧友へ、「うるせぇよ」とだけ呟いて、俺達は古びた稽古場へ扉を開けた。













８　君が大好きだ




「おーい、敦也、そこにあるマイク取って」

「あ、はい」

　最近、敦也の印象が変わったと、皆が口を揃えて言うようになった。無口なイケメン俳優、そんな印象をぶち壊し、吹き飛ばすほど、華麗な笑顔でマイクを音響係へと手渡す。歩く度に、その残像のように、キラキラとした小さな星のようなものが一瞬だけ漂うように見えるのは俺だけなんだろうか。

　いや、俺だけ、でもねぇな。元格闘家だったブルーシーは、今まで敦也に対して、そういう意味では無反応だったはずなのに。

　おいおい。

　ちょっと、顔が赤くねぇか？　他にいるわずかな女スタッフの目はすでに、敦也を追いかけてるし。まぁ、仕方がない。あいつの魅力に気が付いているのは俺だけじゃないからな。

「曽根さん！」

「あ？」

「この後、どうします？」

　そんな敦也だけが俺の「魅力」ってやつに気が付いたらしい。俺自身もそんなもん、まったく見つけられていないが、俺を見つめる敦也の瞳の輝きは目が眩むほどだ。

「どうって？　なんだよ」

「だって、今日、居酒屋バイトないでしょ？」

「まぁな」

　最近、シフトは減ってきていた。仕事が、劇団でのヒーローショーがけっこう頻繁に入るようになったから。桂木なりの本気。ショーだけじゃない、簡素なグッズだが、知り合いのつてで安く作った「夢守護戦士アーススリー」三人のお面を、見てくれた子どもに無料で配布したり、握手会の時間を多めにとって、個人個人へのサービスを豊富にする。ショー自体が終わった後は、呼んでくれたショッピングモールやデパート、イベント会場をグルッと歩いて周り、手を振って、時には写真撮影。敦也なんかは、もうそのイケメンぶりを知られているのか、マスクを取ってもらえないかと言われるほどだ。そして要望があればと、仮面を取っての撮影会。顔はイケメン、身体は全身タイツという、冷静に見ればおかしな格好も、キラキラフェイスに誤魔化されて、あまり違和感がない。

　そんな敦也の人気ぶりをバクバク怪獣の着ぐるみの中からぼんやりと眺めている。

　丁寧にひとりひとりと接すれば、必ず返って来るんだ。夢と希望が。

「あーっ！　バクバク怪獣だ！」

　さっきのショーを見ていた子どもだろうか。坊主がふたり、手ではパンチを、足ではキックを勇猛果敢に、自分達よりもでかい怪獣めがけて繰り出してくる。

「レッドマグマを守るんだ！」

　おいおい……敦也、お前、こんなガキまでメロメロにしてどうすんだ。本来、守られるはずの子どもが、敦也の美貌にやられたのか、必死になって天敵である俺を倒そうと襲い掛かる。

　撮影会、こういう時の悪役怪獣っていうのは、かなり暇で、小さい子どもにはガン泣きされるし、少しでかくなった子どもには見向きもされない。大人、とくにママさん達からは、もう、いないものと見なされる。今、女性ファンから声をかけられ、アーススリー行進は一時停止状態だし。手持ち無沙汰な俺は、ここはいっちょ、しっかり怪獣の強さを見せ付けてやろうと、両手をガキへと振りかざした。

「ギャギャギャギャギャオオオオオ！」

　渾身の雄叫び。

　ところが坊主は怯むどころか、もっと更なる攻撃で怪獣へと襲い掛かってくる。

　それだけの勇気があるのなら、その男気を認めてやろうと、倒れようとした時――

「止めるんだ！」

　仲裁に入ったのは、なんとレッドマグマだった。両手を広げ、子どもからボテボテと倒れ込んだ怪獣を守るように、前へと立つ。ほうけた顔で、それを見上げる坊主達と、いかつい顔の怪獣の中にいる俺。

「この怪獣だって、私にとっては大事な大事な友達だよ」

「えぇ？　だって、そいつ悪い怪獣じゃんか！」

「少し悪いことをしてしまったけれど、もうそんなことはしないって約束してくれた」

　そうだっけか？　俺はレッドマグマの繰り出すマグマパンチでのされて、そのままショーは幕を閉じただろ？　坊主達もついさっきまで繰り広げられたショーを思い返して、ポカンと顔中にハテナマークを散りばめている。

「悪いことをしたら謝る。そしたら、もうそこからは仲良く楽しくする」

　過去の自分を認めるように。

「ね、怪獣さんも、もう子どもの夢は食べないだろ？」

　コクコクと頷けば、いかつい頭がぐわんぐわんと揺れている。

「うん。だから、俺は君が大好きだ」

　そしてここがショッピングモールのフロアなのも、女性下着売り場のまん前なのも、全てをとりあえず置いておいて、ヒーローと怪獣の和解による熱い抱擁が交わされる。

「……アホか、お前」

「大好きです」

　俺の呆れた溜め息は抱き付いている敦也にしか聞こえない。そして着ぐるみへ口付けるように囁いたヒーローの、マグマより熱い告白も俺にしか聞こえない。

　はぁ、熱い。着ぐるみっていうやつはものすごく暑くて、終わった頃には汗でびしょびしょなんだよ。それなのに、今日はもっと暑くてのぼせるだろうが。

　一瞬、呆けた周囲。そしてすぐさま沸き起こった子どもの歓声と、ママさん達のどこか滾った悲鳴のような黄色い声。ヒーローが憂いの表情で抱き付く姿。怪獣の中身がこんなおっさんだなんて、知りもしない彼女達は、色々と脳内で補正しつつもスマホのカメラをパパパッと連写しては頬を赤くしていた。




「ったく、お前なぁ」

「アハハ、すみません」

　ふたりっきりの帰り道、手こそ繋がないが、どこかで何かしらが触れ合うような、そんな道のり。

「ヒーローが怪獣守ってどうすんだ」

　いくら文句を言っても敦也の表情は嬉しそうに桜色のまま。

「だって、好きなんです。貴方のことが、無性に」

「……」

　俺は無性にお前が可愛いよ。バクバクバクバク、食べちまいたいくらいに。

「曽根さん」

「あ？」

「夕飯前に……」

　ゴクリと自然に喉が鳴った。

「俺のこと、食べたくありません？」

　こんなことを妖艶に微笑みながら言うヒーローなんて、どこ探したって、こいつしかいない。

「お前な。知らねぇぞ」

「？」

「腰が立たなくなるまで」

「イかせてくださいね？」

　どこ探したって、こんなスケベで、食べたら甘くてやみつきになるヒーローはいないだろ。俺の、俺しか知らない、卑猥で最高のヒーローだ。

「おいっ！　敦也！」

　先を急ぐ足を止めて振り返るこいつの背には瞬くような星空と夕日が半々で混ざり合い、なんとも優美な光景だった。

「なぁ」

　自分の才能のなさに嫌気がさしていた。下手くそで、華なんて欠片も持ち合わせていないのが嫌で、嫌で、でも、それでも芝居が好きだった。諦めきれなかった。着ぐるみなら、そんな無能でダサい俺を覆い隠せると思っていた。

「俺、今度、芝居のオーディション、受けてみるわ」

「……え？」

　俺のバクバク怪獣に救われた男が、今、目の前にいる。俺のあんな下手くそな芝居を、目をキラキラ輝かせて見つめる男がここに、たった、ひとりだけいる。こいつだけかもしれない。他の奴にしてみたら、俺なんて、そこら辺に転がっている石ころと大差ないかもしれない。

「顔、出して、芝居、してみたくなった」

「！」

　それでも、こんな星みたいな、太陽みたいなヒーローが俺の味方になってくれるんなら、どんな敵だって、てっぺんの見えない壁だって、乗り越えていけるんじゃないかって、そう思ったんだ。

「だから、敦也」

「俺！　応援します！　すげぇ！　貴方の演技がまた観られるなんて！　本当に、すごい嬉しい」

　こんな顔、されたらさ、やってみようって思うだろ。

「だから、その……」

「？」

「おま、お、まえは」

　こいつが俺の隣にいてくれるんなら、俺は。

「俺、隣にいたいです。貴方の隣にずっと」

　こんなところまで不恰好なおっさんにキラッキラな笑顔を向けてくるから、思わず身体が勝手に動く。抱き締め、やたらと小さくて温かい頭を抱え込んで。

「……好きだよ」

　そう、丁寧に告白をすれば、空よりも星よりも綺麗な笑顔を敦也が見せて、俺はバカみたいに真っ赤になって、おっさんらしく笑っていた。
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